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大 会 長 挨 拶 
  

宮崎大学教育文化学部・教授 

岩本俊孝 

  

 哺乳類学会 2011 年度全国大会を宮崎県で開催させていただくことになり、宮崎県及び九

州在住の哺乳類研究者は、大変喜んでおります。宮崎県は、日本における哺乳類生態学の

先駆けともいえる、霊長類学が誕生した地でもあり、へんぴな地域であるにも関わらず、

多くの霊長類学及び生態学の研究者がこの地を訪れてきました。また、九州地区では、様々

な哺乳類の生理や生態を対象とした研究が早い時期からスタートしています。特に近年、

宮崎県では、哺乳類関係研究者の人的充実が著しく、にわかに哺乳類研究が活況を呈する

ようになってきました。今回はこれらの研究者が力を合わせ、大会の企画・運営を行うこ

とになっています。 

  

 本大会では、九州の哺乳類研究者達のメインテーマの一つであった、「哺乳類の社会進化」

について公開シンポジウム１と、哺乳類の卓越した生理的能力を紹介する「やすむとはし

る－躍動と静謐に生命を探る－」の公開シンポジウム２を開催します。また、幸島の野生

ザルや都井岬の野生ウマを見るエクスカーション及び宮崎市フェニックス動物園・宮崎県

総合博物館を訪れるエクスカーションも計画しています。さらに、大会会場も市内中央部

の宮崎市民プラザ、宮崎観光ホテルを予定していますので、交通についてはご不便をおか

けしないですむと思います。 

  

 2010 年、宮崎県は口蹄疫で大変でした。多分、本学会会員の中には、実際にボランティ

アとして口蹄疫発生現場で活動してくださった方や、貴重な義援金をお寄せくださった方

もおられると思います。これらの、ご支援・ご協力につきまして、同じ県に生活するもの

として心より感謝申し上げます。また、この 3 月、東北地方大震災及び原発事故で多大な

被害を被った被災地の方に心よりお見舞い申し上げます。本大会でも被災地の方を対象と

した支援プログラムを準備しました。一日も早く宮崎、東北地方が力強い復興に向けて歩

み出せるように、「がんばろう宮崎」、「がんばろう日本」をかけ声に、本大会を準備してき

ました。 

 

 このような中、すでに参加登録者が 370 名を超え、口頭発表 69 題、ポスター発表 170 題

と非常に多くの方が参加を下さることになっています。大いに盛り上がりが期待できる大

会になろうとしており、お世話をする森田実行委員長以下、実行委員会のメンバーたちは

張り切っております。皆様の活発な発表、議論によって、本大会が哺乳類科学の進歩に大

きな一歩を残せることを期待しています。 
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大会参加者へのご案内

フロアガイド

スケジュール
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9 月 10 日（土）、11 日（日）　　
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大会参加者へのご案内 
 

本大会は宮崎市民プラザ・宮崎観光ホテルの２施設で開催します。両施設が離れているため移動時

間にご注意下さい。施設および会場の詳細はスケジュールおよびフロアガイドでご確認下さい。 

１．受付 
設置日時・場所は以下の通りです。                       

9 月 8 日（木）  13:00 ～ 19:00 宮崎市民プラザ ４階 エレベーターホール   

9 月 9 日（金）   8:00 ～ 19:00 宮崎観光ホテル 東館２階 A・B 会場前     

9 月 10 日（土）  9:00 ～ 19:00 宮崎市民プラザ １階 オルブライトホール入口  

9 月 11 日（日）  9:00 ～ 13:00 宮崎市民プラザ １階 オルブライトホール入口  

２．クローク 
設置日時・場所は以下の通りです。9月 8日は大会本部がクロークを兼ねます。利用時間を過ぎると

会場が施錠されるため大会本部も対応できません。終了時刻を確認の上、ご利用下さい。 

9 月 8 日（木）  13:00 ～ 19:00 宮崎市民プラザ ４階 大会本部「学習室」 

9 月 9 日（金）   9:30 ～ 18:30 宮崎市民プラザ ４階 T 会場「小会議室１」 

           8:00 ～ 19:00 宮崎観光ホテル 東館２階 

9 月 10 日（土）  9:00 ～ 19:00 宮崎市民プラザ ４階 T 会場「小会議室１」 

          18:30 ～ 21:30 宮崎観光ホテル 東館３階 

9 月 11 日（日）  9:00 ～ 13:00 宮崎市民プラザ ４階 T 会場「小会議室１」 

３．休憩室・飲食可能エリア 
休憩室・休憩スペースは下記の通りです。宮崎市民プラザでの飲食は下記の場所で行って下さい。

宮崎観光ホテルではこの他にもオープンスペースが休憩場所として利用できます。なお、宮崎市民

プラザは禁煙です。 

9 月 8 日（木）    設定なし 

9 月 9 日（金）   9:30 ～ 18:30 宮崎市民プラザ ４階 V 会場「和室」 

                 宮崎市民プラザ ４階 P 会場「ギャラリー」前廊下 

          8:00 ～ 17:00 宮崎観光ホテル 西館１階  「綾」および「錦」 

9 月 10 日（土）  9:30 ～ 18:30 宮崎市民プラザ ４階 V 会場「和室」 

                 宮崎市民プラザ ４階 P 会場「ギャラリー」前廊下 

9 月 11 日（日）  9:30 ～ 15:00 宮崎市民プラザ ４階 V 会場「和室」 

                 宮崎市民プラザ ４階 P 会場「ギャラリー」前廊下
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４．各種委員会に参加される方へ 
各種委員会は全て 9月 8日（木）に行われます。時間・会場は以下の通りです。 

a. 宮崎市民プラザ 

法人化対応作業委員会      10:00 ～ 12:00  ４階 T 会場 「小会議室１」 

レッドデータ作業部会      12:30 ～ 14:30  ４階 R 会場 「中会議室」 

種名・標本委員会        12:30 ～ 14:30  ４階 U 会場 「小会議室２」 

シカ保護管理検討作業部会    14:30 ～ 16:30  ４階 R 会場 「中会議室」 

外来動物対策作業部会      14:30 ～ 16:30  ４階 T 会場 「小会議室１」 

ニホンザル保護管理検討作業部会 14:30 ～ 16:30  ４階 U 会場 「小会議室２」 

クマ保護管理検討作業部会    14:30 ～ 16:30  ４階 V 会場 「和室」 

哺乳類保護管理専門委員会    16:30 ～ 18:30  ４階 R 会場 「中会議室」 

国際交流委員会         16:30 ～ 18:30  ４階 T 会場 「小会議室１」 

Mammal Study 編集委員会    16:30 ～ 18:30  ４階 U 会場 「小会議室２」 

哺乳類科学編集委員会      16:30 ～ 18:30  ４階 V 会場 「和室」 

b. 宮崎観光ホテル 

評議員会            19:00 ～ 21:00  東館２階 A 会場 「日向」  

５．総会 
宮崎市民プラザ・オルブライトホールにて 9月 10 日（土）10:20～12:00 に行われます。なお、参加は

哺乳類学会員に限ります。 

６．受賞講演 
宮崎市民プラザ・オルブライトホールにて行われます。 

9 月 10 日 13:00 ～ 14:20 2010 年度哺乳類学会賞受賞講演（大泰司 紀之氏、土屋 公幸氏） 

9 月 10 日 14:20 ～ 15:00 2011 年度哺乳類学会奨励賞受賞講演（大西 尚樹氏、本田 剛氏） 

9 月 11 日  9:10 ～  9:30 2010 年度哺乳類学会奨励賞受賞講演（辻 大和氏） 

７．シンポジウム 
宮崎市民プラザ・オルブライトホールにて行われます。 

9 月 10 日 15:30 ～ 18:30 公開シンポジウム１「哺乳類の社会進化」 

9 月 11 日 10:00 ～ 12:00 公開シンポジウム２「やすむとはしるー躍動と静謐に生命を探るー」 

9 月 11 日 13:00 ～ 15:00 国際交流委員会企画シンポジウム 

 「Extinct mammalian species in East Asia: why did they become extinct?」 



大会参加者へのご案内　　

14

８．口頭発表される方へ 
口頭発表は 9月 9日（金）に宮崎観光ホテル東館２階 A「日向」・B「紅」・C「初雁」・D「大虹」

の４会場で行われます。11:00～12:00、13:00～15:00、15:15～17:00の三部構成になっています。 

a. 事前に送付いただいた発表用ファイルは会場設置のノート PCに保存済みです。発表にはこれを 

用いていただきます。持ち込み PCの利用およびファイルの差し替え・修正はできません。 

b. 受付に発表スライド確認ブースを設置します。必要な方は動作確認をして下さい。設置日時・場 

所は、9月 8日（木）13:00～19:00宮崎市民プラザ４階エレベーターホール、9月 9日（金）8:00

～11:00宮崎観光ホテル東館２階です。 

c. 発表時間は質疑応答を含めて 14 分です。講演開始前に次演者席にて待機して下さい。時間の延 

長は認めません。予鈴 10分、二鈴 12分、終鈴 14分です。 

d. 各演者には次の演題の座長を務めていただきます。講演終了後、速やかに座長席に移動し、会を 

進行して下さい。 

９．ポスター発表される方へ 
ポスター発表は 9月 9日（金）から 11日（日）に、宮崎市民プラザ４階 P 会場で行われます。期間中、

ポスターの差し替えはありません。本大会では演題番号（Pa もしくは Pbで始まる）によってコアタ

イムが異なります。特にポスター賞に応募された方は掲示時間・コアタイムにご注意下さい。 

a. 掲示位置を確認し、演題番号の下にポスターを貼付けて下さい。貼付けには会場に用意 

された画鋲のみを用いて下さい。なお、ポスターのサイズは高さ 190cm、幅 110cm以内です。 

b. ポスターは 9 月 9 日（金）8:40 から掲示できます。必ず同日正午までに掲示して下さい。それ

までに掲示していない場合、ポスター賞の評価対象とならない可能性があります。 

c. Paグループのコアタイムは 9 月 9 日（金）17:15～18:15、Pb グループのコアタイムは 
9 月 10 日（土）9:00～10:00 です。この時間帯は自身のポスター前で待機して下さい。ポスタ

ー賞応募者がこの時間帯に待機していない場合、ポスター賞の評価対象とならない可能性があり

ます。 

d. ポスター賞の発表および表彰は、9月 10日（土）の懇親会で行います。 

e. 最終日 9 月 11 日（日）15 時までに必ずポスターを撤去して下さい。 

10．自由集会 
自由集会は 9月 8日（木）から 11日（日）に行われます。自由集会の実施は世話人の責任において行

っていただきます。終了時刻を厳守して下さい。大会本部による PCの準備・提供はありません。また、

E・F会場は宮崎観光ホテルの西館ですのでご注意下さい。 

11．懇親会 
9 月 10 日（土）19:00～21:00 に宮崎観光ホテル東館３階「碧翠燿の間」にて懇親会を開催します。な

お、懇親会開催時は同階にクロークを設置します。 
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12．託児 
事前申し込みが少数のため、託児施設を会場内に設置することが難しくなりました。そのかわりとし

て、会場近くにある託児施設（キッズランド：0985-60-2120）を紹介させていただきました。大会本部

による託児希望受付はすでに終了しております。新規に託児を希望される方はキッズランドに直接お

問い合わせ下さい。 

13．エクスカーション 
エクスカーションは 9月 12日（月祝）に開催される予定です。集合時間を厳守して下さい。 
A コース：宮崎市フェニックス自然動物園&宮崎県総合博物館 見学  

             午前 9 時 20 分 宮崎観光ホテル本館玄関前 集合  

B コース：都井岬・天然記念物「都井の野生馬」観察 

             午前 7 時 50 分 宮崎観光ホテル本館玄関前 集合  
B コースは天候が良ければ、幸島野猿の観察も行います。なお、大会期間中、宮崎市フェニックス自

然動物園のご好意により、大会参加証の呈示で動物園に無料で入場できます。 

14．企業展示ブース 
企業展示ブースは、ポスター会場（宮崎市民プラザ４階 P 会場「ギャラリー」）に設置します。以下

の企業による展示が予定されています。 

（株）アボック、イワキ（株）、（株）キュービック・アイ、（株）GISupply、（株）ハムセンター

札幌、フジプラニング(株)、（有）麻里府商事、Lotek Wireless Inc. 

 
15．その他 
a. インターネット環境 

大会会場ではインターネット環境の提供はありません。 

 

b. 昼食 

9月 9日および 10日は大会受付で弁当チケットを販売します。数に限りがありますので売り切れの場

合はご容赦下さい。9月 8日および 11日は弁当の販売はありません。なお、大会期間中、宮崎観光ホ

テル内の一部のレストランで使用できる 20％割引チケットを配布します。どうぞご利用下さい。 

 

c. 喫煙場所 

宮崎市民プラザは館内禁煙です。 

 

d. 緊急時の連絡 

会場内で体調不良や事故などの緊急事態が生じた場合は、速やかに大会本部までご連絡下さい。 
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受賞講演
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宮崎市民プラザS会場（１階オルブライトホール）にて、受賞講演が行われます。 

 

2010年度日本哺乳類学会賞   9 月 10日（土）13:00～14:20  

 ・大泰司 紀之（元北海道大学教授／元酪農学園大学教授） 

   受賞タイトル：シカ類の動物地理と保全に関する研究 

 ・土屋  公幸（元宮崎医科大学助教授／元東京農業大学教授） 

   受賞タイトル：野生小哺乳類の染色体・系統分類と実験動物化に関する研究 

 

2011年度日本哺乳類学会奨励賞  9 月 10日（土）14:20～15:00 

 ・大西 尚樹（森林総合研究所東北支所） 

   受賞タイトル：ツキノワグマの遺伝的な個体群構造の解明 

                 ～保護管理への応用を目指して～ 

 ・本田 剛（山梨県総合農業技術センター） 

   受賞タイトル：多角的視点に基づいた統合的な獣害対策研究 

 

2010年度日本哺乳類学会奨励賞  9 月 11日（日）9:10～9:30  

 ・辻 大和（京都大学霊長類研究所） 

   受賞タイトル：金華山島におけるニホンザルの生態研究 

                 ー長期調査からみえてきたことー 
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「哺乳類の社会進化」
公開シンポジウム１
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公開シンポジウム１　9 月 10 日（土） 15:30 〜 18:30　宮崎市民プラザ 1 階オルブライトホール　

S1            哺乳類の社会進化 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 哺乳類の基本的特徴は，「哺乳」，すなわち母親が，生まれて間もない子どもにミルクを与え，育てること

にある．このとき，母と子の結びつきは，他のどの分類群の動物よりも原初的に強いという特性をもつこと

になる．社会的保育システムが十分に発達していない分類群においては，繁殖成功度を上げるもっとも手っ

取り早い手段は，母親が自分の生んだ子に対して，母乳生産が保障される環境で生活することである．多分，

このことが，哺乳類の系統進化全体を見渡した時には小型哺乳類の多くが，また各系統群内を見た時には原

始的形態を保つ種類の多くが，メスのナワバリ保有ないしメスに偏った philopatry を基本とした社会形態を

示していることと関わっているのだろうと考える． 

 動物の社会構造を比較する時，いくつかの基本的な視点があると思われる．それを整理すると，①生まれ

た土地の継承（philopatry 及び性偏向分散）に関わる点，②配偶システム・保育システムに関わる点，③ナ

ワバリをもつか群れで生活するかという個体間の許容度に関わる点，④群れで生活する場合には個体間関係

に関する点，等であろう．他方，これらの社会構造上の特性は，系統的な制約（形態及び行動）と環境要因

（餌の分布，捕食者の多少等）による制約の両方の影響を受けることになり，結果的に生じさせる社会構造

を大変複雑，かつ理解し難しくしている． 

 本公開シンポジウムは，このような理解の下，まず，哺乳類を構成する大きな分類群間で，社会構造を一

度，通観できる機会を提供してみようという意図で企画されたものである．そのため，小型哺乳類，草食の

有蹄類，肉食類，霊長類の社会構造を研究している 4 人の研究者に，ご講演をお願いすることにした．まず

小型哺乳類については坂本氏に，哺乳類の原初的社会構造は一体どのようなものであったのか，その社会に

見られる可塑性の理由は何なのかを発表していただく．草食の有蹄類については樋口氏に，ニホンジカの配

偶システムの中でメスが果たす役割，およびシカ社会の形態を中心に報告していただく．また，肉食類につ

いては伊澤氏に，ネコ科の分類群の中での社会構造の基本型と，それに可塑性を与える生態的要因について

の説明をいただく．最後に，中川氏に我々ヒト種が属する霊長類の社会構造を形造る性偏向分散と，配偶シ

ステム及び集団構成単位との関係について発表をいただく．もちろん，哺乳類全体の社会構造の進化につい

て，単なる 4 題の発表によって理解できるものだとは，当然思っていない．しかし，もしかしたら，これら

の発表によって，今後哺乳類の社会進化を研究するためには，どのような共通的な視点で研究を進めればよ

いかという，ヒントが得られるかも知れない． 

哺乳類の社会進化を知りたいという欲求は，我々，人間自身の社会の由来を知りたいという欲求に他なら

ない．多くの方に，この公開シンポジウムに参加をいただき，一緒に哺乳類の社会進化およびヒト社会の由

来について考えていただく機会を提供したいと思っている． 

                                       （岩本俊孝） 
 
S1-0 趣旨説明                       岩本俊孝（宮崎大・教育文化） 
S1-1 短命の齧歯類の社会：季節とともに変わる個体間関係   坂本信介（宮崎大・フロンティア） 
S1-2 シカ科における配偶システムの多様性 
     ～ニホンジカの最近の研究結果を踏まえて      樋口尚子（NPO 法人あーすわーむ） 

S1-3 ネコ科を中心とした食肉目の社会構造とその可塑性    伊澤雅子（琉球大・理） 
S1-4 霊長類における集団の機能と進化史̶サルからヒトへ   中川尚史（京都大・院・理） 
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S1-1      
短命の齧歯類の社会：季節とともに変わる個体間関係 
坂本信介（宮崎大・フロンティア科学実験総合センター）  

 

 

 

 

 ある動物の社会は雌雄の婚姻形態、集団の構成、社会的階級の有無などで分類される。これ

らのパターンを形作るのは、繁殖をめぐる雌雄の共進化的関係、集団の仲間の認知・識別の仕

組み、個体間での学習などに関わる社会的形質である。何らかのきっかけでこの社会的形質が

変容すると社会性進化（変化）の起点が生じることになる。 

 他の進化形質と同様、社会的形質も環境からの制約と種や集団としての系統的制約の影響の

もとで進化してきた。そのため、ある社会的形質の進化メカニズムの解明には、多様な社会を

展開する動物種系統を対象にその形質の種間差を比較するアプローチが有効である。一方、近

年の進化生態学的研究は環境に対する動物の応答が極めてインタラクティブであることを示

している。つまり、さまざまな応答形質は環境変化に応じた可塑性や変動性を内包している。

これを社会性に当てはめると、例えば、単独生活種がまるで群れ生活種のように振る舞う、あ

るいは、一夫多妻種が一夫一妻種のように振る舞うなどの現象が生じていることが想定される。

もしこれが単なる一過性の例外的事象でなく、繰り返し起こりうる可塑的現象であるならば、

系統種間比較のアプローチは種内変異にも適用できる。社会性あるいは社会的形質は、そもそ

も柔軟で変動的であるという点に大きな特徴がある。環境要因と社会性、双方の変化の連動性

を検証することで社会進化研究に新たな展開が期待できるのではないだろうか。 

 このようなアイデアから、発表者らは我が国で最も広域分布する小型齧歯類であるアカネズ

ミに着目し、その社会が示す変動性を長期的な個体追跡調査と野外実験により明らかにしてき

た。本種は基本的に雌が繁殖なわばりを持ち、雄はなわばりを持たず、雌雄とも複数の異性と

交配する乱婚性と呼ばれる婚姻形態をとる。また、群れを作らず単独で生活する。これらのこ

とから、なわばりをめぐる繁殖雌間の関係にその社会の根幹を見出すことができる。本講演で

は、本種の雌のなわばり行動と高度な社会性進化の基盤となる隣接者識別機構に着目し、これ

らが季節的な環境変動にどのように応答しているのかについて報告する。 

 現在に至るまで、哺乳類の社会進化研究の中心的対象は、観察のし易さやヒトとの相似性か

ら、寿命が長く安定した社会構造を持つ動物種であった。このような種は概して分布域が狭く、

環境と社会性の変動が小さいかその頻度が少ない傾向にある。そのため、系統種間比較の対象

としては好適であるが、変動性に着目したアプローチは適用しにくい。他方、広域かつ多様な

環境に生息する短命種には環境と社会性の双方に高い時空間的変動性が期待される。狭い国土

の中に多様な地形を育み、また四季の変化に富む我が国は、さまざまな地理的環境や周期的な

気候変動に対する動物の応答を調べるための優れた土壌を有する。このような土壌に根ざした

小型哺乳類の社会進化研究の展望を示唆したい。 
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S1-2   
シカ科における配偶システムの多様性～ニホンジカの最近の研究結果を踏まえて 
樋口尚子（NPO法人あーすわーむ） 
 

 

 

 

 哺乳類には多彩な行動と多様な個体間関係がみられる。それらはいずれも様々な環境条件の制約のもとで最

大の適応度を得ようとする個体同士の繁殖競争の結果と捉えることができるが、中でもその最も凝縮されたも

のが配偶システムといえる。哺乳類の配偶システムは、その複雑な行動や個体間関係のあり方を反映し、脊椎

動物群の中でも特に多様で可塑性に富んでいる。シカ科の動物だけでも様々な配偶システムが報告されており、

それは種間のみならず同種個体群間でも異なる場合が少なくない。 

 配偶システムの進化を理解するには両性各個体の視点が不可欠である。しかし、シカ類の配偶行動に関する

これまでの研究の多くは雄の行動を扱ったものであり、雌の配偶特性やその適応的意義についてはわかってい

ないことが多い。また、個体が生態的・社会的条件に応じて配偶戦術を柔軟に変化させうるのを受けて配偶シ

ステムも可塑的に変化しうるので、その多様性を生む要因として個体群がおかれた生態的条件などの環境要素

との関係も考慮する必要があるが、そのことを踏まえた考察も十分になされてきたとはいえない。本講演では、

このような背景の中で演者自身が行ってきた金華山島のニホンジカの配偶システムについての研究を紹介し、

シカ類および他の有蹄類の配偶システムに影響を与える環境要因について再考する。 

 金華山島北西部に生息するニホンジカは1989年より継続的・追加的に個体識別され、現在ほぼ全ての個体

について年齢や出自等が判明している。これらのシカを対象に長年行われてきた行動研究は、個体の生活史や

集団の空間構造を解明すると共に、雄の多様な配偶戦術やその結果としての生涯繁殖成功を実証的に示し、さ

らにこの種の婚姻関係についての従来の認識を覆して乱婚の事実も明らかにした。近年は雌の配偶特性やその

適応的意義についての研究が精力的に行われ、雌の行動論理も明らかになってきた。乱婚は雌が複数回交尾を

することによって成り立つ。雄は雌に対して交尾前後のガードと再交尾努力を行うが、一雌への交尾回数は限

られており、ガードを途中放棄する場合も多々あった。性的に受入れ状態にある雌はどのような雄の求愛もほ

ぼ必ず受入れて即座に交尾を行う特性があり、その結果として雌が一回の発情で行う交尾の回数とその交尾相

手の数には正の相関関係が認められた。配偶ペアの解消と再形成の多くは雄のアクションによるもので、雌の

乱交は極めて受動的だったが、交尾相手の数が多く、交尾回数が多い雌は高い受精確率を得ていた。ガードの

崩壊による配偶ペアの再編成の起こりやすさは、個体の密度や空間分布パターン、実効性比などに依存すると

考えられた。実行性比は雌の発情率やその時間的分布に大きく影響され、それらは個体群の栄養状態と関わり

があることが認められた。これらの結果から、個体群の密度や栄養状態なども、シカの配偶システムの形成お

よび維持に重要な役割を果たしていることが示唆される。 
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S1-3      
ネコ科を中心とした食肉目の社会構造とその可塑性 
伊澤雅子（琉球大学理学部） 
 

 

 

 

 食肉目は陸棲の種だけでも 230 種以上を含み、体サイズ、体型、生息環境等の点で哺乳類の中でも特に多

様性に富む分類群である。体重100 g以下のイイズナの仲間から体重600 kgにもなるホッキョクグマまで、

またどこにでも入ることのできるスレンダーな体型のイタチの仲間から足の長いイヌの仲間までと、多様であ

る。北極から亜熱帯降雨林、砂漠まであらゆる環境に生息する。地上だけを利用する種、主に樹上で生活する

種、地中に巣穴を掘ることのできる種等、利用空間もさまざまである。この特性は海棲のものまで含めるとさ

らに広がる。「食肉目」といいつつ、ササを食べるジャイアントパンダや果実食のキンカジューのように植物

が食性の大きな部分を占める種や、シロアリに特化した食性をもつ種など、分類群の名前すら共通の特性では

ない。 

 当然その社会性も多岐に渡ることが予想される。しかし、実は単独性の種が大半を占める。ハイエナやマン

グースのいくつかの種、ライオン、オオカミなどの群れ性の種についての研究が多いことから、群れを作って

ハンティングするイメージが強いが、実際には多くの種が単独性である。食肉目の共通の形質は（実際にどう

使うかどうかは別として）犬歯を持つことであり、これは彼らが始原的にはハンターであったことを示す。社

会性の進化において重要な役割を果たして来たのはハンティングの対象とハンティングを行なう環境、それら

から派生するハンティングの方法であっただろう。さらに、植物食を多く取り入れた種はかなり事情が異なる。

餌動物はそれ自体が移動し、隠れ、逃げて行く。一方、餌植物は、ある場所に行けば得られる。その代わりに

季節性が大きく、時間的には非常に限定されたものとなる。食肉目のもともとの戦略とは異なる戦略も必要と

なり、さらなる多様性を食肉目の中に生み出している。社会性の大きな変異は科内、属内ですら見ることがで

きる。 

 演者が研究対象として来たネコ科は食肉目の中でも最も肉食性が強く、その意味では最も典型的な食肉目で

ある。多くの種が森林棲でその社会はほとんどが単独性である。社

会の構造やその維持に関わる行動が検知しにくい分類群であるため、

詳細は知られていない種が多いが、科内の社会性の変異も少ないグ

ループと言える。しかし、社会を含むそれぞれの種の生態的特性は

必ずしも固定された構造ではなく、環境を反映した可塑性も持って

いる。ノネコはその可塑性をフルに活用して都市から草原まであら

ゆる環境に野生化できた。イリオモテヤマネコはコンパクトな小さ

な島を効率よく活用するために、その生態をうまく微調整している。 

 本講演では、社会性の変異と可塑性ということをキーワードに、

ネコ科をはじめとする食肉目の種の社会を考えてみたい。 
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S1-4      
霊長類における集団の機能と進化史̶サルからヒトへ 
中川尚史（京都大学大学院理学研究科人類進化論研究室） 
 
 
 

 

 われわれ人類の祖先は、どのような集団を形成して生活していたのであろうか？父系集団なのか、あるいは

母系集団なのか。婚姻形態は一夫一妻なのか一夫多妻なのか、あるいは乱婚的なのか。こうした根源的な問い

の解明に挑戦してきた霊長類研究者を悩ませたのは、系統的に人類に最も近縁な一群の霊長類である類人猿社

会の多様性であった。チンパンジーは父系の複雄複雌集団、ゴリラは非母系非父系の単雄集団、オランウータ

ンは単独生活、テナガザルは非母系非父系の単雄単雌集団といった具合である。しかしその多様性は、集団の

性構成や出自集団から雌雄いずれの性が分散するかに目を奪われ過ぎたせいである。近年、分子遺伝学的手法

を用いて、出生地からいずれの性が遠くまで分散するかについて霊長類でも多くの知見が得られるようになっ

てきた。その結果、類人猿はオランウータンを除き、一貫して雄に比べ雌が遠くに分散する雌偏向分散を示す

ことが明らかになってきた。霊長類の中で原始的な形質を持つ曲鼻亜目（ロリス類、キツネザル類）とメガネ

ザル類の祖型は単独生活者であり雄偏向分散であったことは間違いなく、他方、そこから最初に分岐したオマ

キザルやクモザルなどの新世界ザルの祖型は単雄単雌集団で雌偏向分散である。よってその後分岐したわれわ

れにとって身近なニホンザルに代表される旧世界ザルにおいて一般的な母系集団、つまり雄偏向分散は派生形

質の可能性が出てくる。つまり、曲鼻亜目と新世界ザルの共通祖先から新世界ザルが分岐する前に雌偏向分散

が進化し、この形質は類人猿の祖型、さらにはわれわれ人類の祖先にまで連綿と引き継がれてきた可能性であ

る。ここで実に興味深いことに、テナガザルと新世界ザルの祖型がそうであるように、雌偏向分散と単雄単雌

集団という形質は連動しているように見える。これを人類の祖先にまで当てはめれば、彼らは単雄単雌集団を

基本として一夫一妻の婚姻形態を持っていたと考えられる。現代人を対象とした分子遺伝学的手法を用いた地

理的分散研究や民族学的資料は演者のこの仮説を否定する結果を示している一方で、化石人類を対象にした最

新の研究からは、支持する結果が得られている。 

 

 

河合香吏（編著）『集団－人類社会の進化』より転載． 





29

「やすむとはしる」
公開シンポジウム２
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S2     「やすむとはしる―躍動と静謐に生命を探る―」 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 2007 年度大会公開シンポジウム「飼育・実験下での成果とフィールドワークをつなぐ哺乳類研究」では，

ラボとフィールドそれぞれの研究が結びつくことにより哺乳類の理解が大きく進むことが示されました．同時

に，比較生物学的視点に立って哺乳類を見ることの有効性を強く記憶に留められた方も少なくないと思います．

そこで，公開シンポジウム２は2007年度公開シンポジウムで示された哺乳類研究における比較生物学的手法

の可能性を，哺乳類が示す「静」と「動」に関する研究成果の紹介を通してさらに探りたいと思います．               

  

０℃近くまで体温を下げて冬をのりこえるシマリス。時速100 kmを超える速度で獲物を追って疾
走するチータ． 
 

 人間がとても及ばない卓越した能力を持つ「かわりだね」の哺乳類の体の中には，従来から実験に使われて

きた動物では想像もつかない新しい生物学への扉が存在するようです．本シンポジウムでは，これら「かわり

だね」を様々な角度からふつうの哺乳類と「くらべること」で初めて明らかになった新知見について，話して

いただきます． 

 近藤宣昭氏には，低温でも機能不全を起こさない冬眠中のシマリスの心臓の仕組みの解明から始まり，冬眠

を可能にする内的調節に係わる冬眠特異的蛋白質(HP)複合体の発見を経て到達された新しい冬眠像について

紹介していただきます．また，和田直己氏には，地上最速の哺乳類チータが獲物を高速で追尾できる，その走

行の仕組みについて，走る脊椎動物である哺乳類他種との比較も交え，お話しいただきます。 

 「冬眠」と「走行」という見かけの上では対極にある行動を題材に，生命のいとなみの巧みさを支える仕組

みについて知っていただく良い機会になればと思っています． 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （森田哲夫）	 
	 

	 

 
S2-0 趣旨説明                       森田哲夫（宮崎大・農） 

S2-1 冬眠パラドックスー静謐に隠された躍動         近藤宣昭（玉川大・学術研究所） 

S2-2 走る脊椎動物―哺乳類（チーターの高速走行）      和田直己（山口大・農） 
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S2-1         
冬眠パラドックスー静謐に隠された躍動 
近藤宣昭（玉川大学学術研究所） 
 

 

 

 

 ヒトがそうであるように、哺乳類の体は常に37℃付近の高い温度に保たれている。そのため、体内の代謝

は必然的に高い状態となる。この高い代謝が生命維持に不可欠な物質やエネルギーをスピーディに賄い、哺乳

類の絶え間ない活動を保証している。しかし一方では、代謝の低下は直ちに組織や細胞を傷害し、生命を奪う

リスクとなる。つまり、高い体温の維持は哺乳類の秀でた活動性を支え生存するために得難い特質であるが、

多量のエネルギーを消費し続けるという足かせにもなる。ところが、一部の哺乳類の持つ冬眠能力はこの足か

せを取り除く。春から秋の活動時期には体温を高く維持しているが、食物不足の冬には驚異的なレベルにまで

低下させ、代謝は通常の1/50以下にもなる。ちなみに、冬眠動物のシマリス（ゲッ歯目リス科）では5～6℃

にまで体温が低下し、心臓の拍動は450回/分ほどから数回/分にまで減少する。このような低体温状態は数日

から1週間ほど持続し、自発的な発熱による十数時間の覚醒（中途覚醒）を挟み、数ヶ月の冬眠期間中規則正

しく繰り返される。それにも関わらず、冬眠中の体には何ら異常は起こらない。 

 非冬眠動物では体温が30℃ほどに低下するだけで細胞傷害により凍死することから考えると、遥かに低い

体温である冬眠中の体内では、想像を超えた生き生きとした生命活動が繰り広げられているに違いない。実際、

その端的な例が演者のシマリスを用いた心臓の研究から見いだされている。心臓の収縮を制御する細胞内カル

シウムイオン（Ca2+）は、Ca2+channelを介する細胞外Ca2+流入と、細胞内筋小胞体からのCa2+遊離により供給

されるが、冬眠中にはこの供給源に著しい変化が起こっていた。活動時期には細胞外Ca2+流入に依存していた

収縮が、冬眠中には筋小胞体から遊離したCa2+により起こされ、しかも筋小胞体のCa2+貯蔵能が異常に増強さ

れていた。その結果、微小な細胞内でのCa2+再循環による収縮の制御が可能となり、僅かなエネルギー消費で

力強い収縮を繰り返せる心臓へと変化したのである。さらに、この変化は体温低下によらず体内で産生される

概年リズムによることが明らかになり、このリズムで制御される冬眠特異的蛋白質(HP)複合体の発見をもたら

した。 

 HP複合体は肝臓で産生され血中に分泌される初めての冬眠ホルモン候補として同定されている。その産生

と血中濃度は冬眠を制御する概年リズムにより制御され、冬眠と逆相関して冬眠時期に負の調節を受ける。と

ころが、脳内では逆転して冬眠時期に数十倍にも増加し、しかも、HPは脈絡叢を介した脳内輸送により活性

化されていた。冬眠はこの活性化HP量に依存する。つまり、血中では不活性化されたHP複合体が減少する一

方で、脳内で活性型が増加し冬眠を制御するのである。驚くべきことに、温暖（23℃）環境下で体温低下を

妨げた個体でも、同様の概年性調節が起こることから、冬眠を可能にする内的調節は体温低下とは無関係に進

行すると考えられる。 

 従来、冬眠は体温低下による生命の休止状態として捉えられてきたが、心臓の研究から示されたように細胞

はこの間もアクティブに活動できるように変化しており、さらに冬眠を可能にする生理的、分子的調節は37℃

の正常体温でなされている。冬眠の本質は、その結果として起こる体温低下ではなく、その原因となるダイナ

ミックな調節系に潜んでいる。“静”に隠された“動”として、その本質を捉え直す時がきたように思う。 
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S2-2 
走る脊椎動物―哺乳類(チーターの高速走行) 
和田直己（山口大学農学部システム科学）   
 
 
 
 
 哺乳類の特徴の１つとして生息地の多様さがあげられる。草原、森林、切り立った崖といった陸上ばかりで

はなく、水中、地中、空中にも生息する。哺乳類はあらゆる生息地において最適な移動能力を獲得し、その結

果、分布を拡大することができたと考えられる。哺乳類は獲物をとらえるため、捕食者から逃れるため、採食

場所や休息場所あるいは繁殖や子育てに適した場所へ移動するために、とくに陸上では歩いたり走ったりする。

したがって、歩行と走行は個体の生命を維持し、子孫を残すための最も基本的な生命活動である。 

 歩行と走行の違いは移動速度である。四肢を使って移動するとき、移動速度は歩数と歩幅をかければ得られ

る。よって、歩数と歩幅の両方を大きくすることができれば速度は著しく大きくなるが、実際はそうはいかな

い。基本的に、体重が大きくなると歩幅は大きくなるが、歩数は減るからである。一般に哺乳類は、歩行では

主に歩数を、走行では主に歩幅を延長することで移動速度を増大する。走行の特徴として、体が完全に宙に浮

いていることがあげられるが、これは歩幅を伸ばすための方法である。体を宙に浮かすには体を上にあげる垂

直方向の力が必要となる。哺乳類は地面から肢を介して受ける床反力によってこれを獲得する。哺乳類は長い

脚が体の直下にあり、床反力はそのまま体に伝えられる。一方、両生類、爬虫類のように肘と膝が体の外側に

突き出ている場合には、床反力は突き出した肘と膝にまず働くため、体を上にあげるには効率が悪い。したが

って、哺乳類は床反力を、体を支える力と推進力の両方に有効に利用し、宙に浮きやすい、つまり走行に適し

た体型を持つと言える。また、エネルギー消費の点からみても、走行は決して効率が悪いというわけではない。

Hoyt & Taylor（1981）はウマの歩行（walk）時と走行（trot, gallop）時の最適速度におけるエネルギー消費は

ほぼ同じであることを示している。これらの事実から、哺乳類は「走る脊椎動物」であり、走行を理解するこ

とによって、哺乳類という動物の特性をより深く理解することができると考えられる。 

 哺乳類の歩行、走行は非常に多様である。歩行および走行は四肢の運動の時間的関係によって分類されてお

り、これを歩容（Gait）という。哺乳類はその身体的特徴、生息環境、生活様式の中で、状況に応じて最も適

した歩容を選択し、使い分けている。様々な歩容の中で、四足哺乳類のみができ、移動速度を最大にするのが

Gallopである。私たちの周りでイヌやネコが、アフリカの草原でチーターが、競馬場中継で馬が、体を前後に

伸ばして宙に浮いて走っているのを見かけるが、これが Gallop である。このような高速走行は単に速度を最

大にするだけでは達成できない。Gallopのメカニズムには、走る速度や方向が変わるとき、つまり加速度が発

生するときに、滑ったり転倒したりしないようにバランスをとるメカニズムも備わっていなければならない。

さらには逃げ惑う獲物に関する情報を獲得して、これに対応する能力も要求される。今回は脊椎動物の進化上、

地上を最速で走る能力を獲得した究極の動物、チーターに関する最新の知見を紹介し、その高速走行のメカニ

ズムの解明に迫る。 
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Extinct mammalian species in East Asia: 

why did they become extinct?
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S3        Extinct mammalian species in East Asia: why did they become extinct? 
 
In East Asia, unfortunately, some mammal species are already extinct. In South Korea, the tiger (Panthera 
tigris), the leopard (P. pardus), and the red fox (Vulpes vulpes) are no longer found. In Japan, the gray wolf 
(Canis lupus) and the Japanese sea lion (Zalophus japonicus) have become extinct. The river otter (Lutra 
lutra) may also be extinct. In Taiwan, the cloud leopard (Neofelis nebulosa) is probably extinct. Why did 
they become extinct (or are almost extinct)? Here, we focus on the process of extinction of mammal species 
in East Asia to identify reasons for their extinction. Of course, human pressure is the most serious factor 
causing mammalian extinction, but there may be additional reasons. Although there is not much point in 
allocating resources to the conservation activities of re-introducing extinct species and protecting nearly 
extinct species, it is important to discuss biological characteristics of East Asia’s extinct mammal species.  
This discussion may identify keys to preventing additional mammal species from becoming extinct.   
 
Introduction: Takashi Saitoh (Hokkaido University) 
 
Chairs: Daisuke Koyabu (Kyoto University), Junpei Kimura (Seoul National University) 
 
Commentator: Tatsuo Oshida (Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine) 
 
 
 
S3-1 
The past, present, and future of Korean tigers 
Jee-Yun Hyun, Dong-Jin Kim, Mu-Yeong Lee, Seo-Jin Lee, Myung-Sun Chun and Hang Lee 

Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul 

National University   Email: hanglee@snu.ac.kr 

Tigers have lived in the Korean peninsula over a hundred thousand years. During this long time, the lives 
of humans and tigers were interrelated and this relationship went through many changes and hardships. In 
prehistoric age, tigers occupied a relatively dominant position over human. Tigers were feared, and the 
human race did not seem to have the power nor intelligence to actively hunt tigers then. Entering the 
historic age, human and tiger relationship got more intense. Humans not only feared tigers but they started 
worshipping them. At the same time, however, humans also started hunting tigers rather actively. The time 
when humans started having a higher power over the tiger was after the establishment of the Chosun 
dynasty (1392-1910), when the nation attempted to systematically eliminate tigers. Finally by the 20th 
century, in the Korean peninsula, humans gained a complete domination over the tiger and ended up in 
extirpating the species. Even though tigers disappeared from Korean peninsula, a fair size of tiger 
population survived in Far Eastern Russia, next to the peninsula; they are known as Amur tigers or Siberian 
tigers. The tiger population in Korean peninsula was once considered as a separate subspecies (Panthera 
tigris coreensis) from the Amur tiger (P. t. altaica) by some authors decades ago. P. t. coreensis merged 
into P. t. altaica subsequently and they are now considered as the identical subspecies. To clarify the 
subspecific status of Korean tigers, we analyzed mitochondrial DNA sequences of Korean tigers. The 
results of sequence alignment showed that the sequences of Korean tiger samples exactly match those of 
Amur tigers. The results suggest that Korean tigers and Amur tigers indeed belong to a common lineage. It 
has important implication for the conservation and recovery of Korean tigers; It means that the remaining 
tiger population in Far Eastern Russia represent the last hope and seed for recovering tigers in Korea. Can 
we bring tigers back to Korean peninsula in the future? The answer will lie on our current efforts to save 
Amur tigers in Far Eastern Russia. 
 
 
 

国際交流委員会企画シンポジウム　　　　　　　　　　　　　
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S3-2 
Extinction of the Japanese otter and feasibility of its re-introduction 

Motokazu Ando 

 
Laboratory of Wild Animals, Tokyo University of Agriculture, Atsugi, 243-0034 Japan 
Email: motokazu.ando@nifty.com 
 
Before the Meiji Restoration (1868), the Japanese otter (Lutra nippon or Lutla lutra ippon) was common all 
over the country. During the Meiji era the population decreased markedly by overhunting for pelt export. 
Around 1955 the otter disappeared from Honshu and Hokkaido, and in 1975 from Ehime. Since 1979 when 
a tame individual appeared at a river in Kochi, no live or dead otters have been recorded. Judging from the 
decreasing trends of field signs, it seems to have gone extinction around 1990s. It was unfortunate that the 
otter could not survive the high economic growth period (1955-1973) which brought heaviest 
environmental deteriorations including decrease of fish, pollution and habitat loss. Failure of otter 
conservation in Shikoku left us many lessons. Analysis of otter-related news articles over a century tells 
that the otter in people’s mind has changed from 1) neighbors, 2) economic value, 3) conservation need, 
and to 4) symbolic value. In Europe and Korea, recovery of the otter population has become apparent. It 
may be time to consider the re-introduction of the Japanese otter. PHVA may be started in accordance with 
IUCN/SSC Guidelines for Re-introductions.  
 
 
 
S3-3 
Where have all the Formosan clouded leopards Neofelis nebulosa brachyura gone? 
Assessment of population status, prey and habitat in Taiwan 

Po-Jen Chiang, Kurtis Jai-Chyi Pei, Michael R. Vaughan, Ching-Feng Li, Mei-Ting Chen, Jian-Nan Liu, 
Chung-Yi Lin, Liang-Kong Lin, Yu-Ching Lai 
 
Department of Life Science, Tunghai University, No. 181, Section 3, Taichung Port Road, Taichung City 
40704, Taiwan.  Email: neckrikulau@gmail.com 
 
From 1997 to 2010, we conducted a nation-wide survey of the Formosan clouded leopard Neofelis 
nebulosa brachyura and assessed its prey populations and habitat in Taiwan. We established 1,181 camera 
trap sites across Taiwan from seashore to an altitude of 3,796m near the highest mountain peak (3,952m) in 
Taiwan covering various vegetation types. No clouded leopards were photographed in 120,828 camera trap 
days including 209 camera trap sites from other studies. We also established 232 hair snare stations in 
southern Taiwan lowlands where we believed clouded leopards were most likely to occur. But no clouded 
leopard hair was collected. Assessment of the prey base and available habitat indicated that prey depletion, 
habitat loss, and historical pelt trade, were likely the major causes of the presumed extinction of clouded 
leopards in Taiwan. Prey assessment revealed an altitudinal distribution pattern of prey and indicated that 
lower altitudes and less human encroachment and hunting, supported a higher prey biomass and more of 
the preferable prey species for clouded leopards. Such lowland habitat was also the most accessible by 
human hunting and encroachment causing habitat loss and prey depletion for clouded leopards in the past. 
But in the absence of human hunting and a large carnivore, larger prey such as Formosan macaques 
Macaca cyclopis and ungulates could become over-abundant. Thus, it is important to address the cascading 
impact to biodiversity from the clouded leopard’s disappearance and to consider reintroduction of clouded 
leopards in the future. 
 

　　9 月 11 日（日） 13:00 〜 15:00　宮崎市民プラザ 1 階オルブライトホール　　
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9月8日（木）18:45～20:30

E会場「大淀」 F-１ 食性分析から個体群構造まで―食肉目の糞分析の新たな展開

宮崎観光ホテル　西館10階　 世話人：福江佑子（NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ）・

　　　　金子弥生（東京農工大学農学部）

F会場「尾鈴」 F-２ 生物多様性保全に向けたシカの管理目標と管理の現状

宮崎観光ホテル　西館8階　 世話人：濱崎伸一郎（WMO）・山内貴義（岩手県環保センター）・

　　　　荒木良太（自然研）

R会場「中会議室」 F-３ 滑空性哺乳類の移・食・住－研究を始めよう

宮崎市民プラザ　４階　 世話人：浅利裕伸（株式会社 長大）

9月9日（金）9:00～10:45

A会場「日向」 F-４ サンプリングデザインとデータ解析～資源選択解析に挑戦しよう！

宮崎観光ホテル　東館2階　 世話人：清田雅史（水研センター遠洋水産研究所）

B会場「紅」 F-５ 九州における効果的なシカ個体数管理に向けて

宮崎観光ホテル　東館2階　 世話人：矢部恒晶・八代田千鶴（森林総研九州）

C会場「初雁」 F-６ Mammal Studyへ投稿しよう～世界へ発信するあなたの哺乳類研究

宮崎観光ホテル　東館2階　 世話人：押田龍夫（帯畜大・野生動物）・

　　　　金子弥生（東京農工大・野生動物）・

　　　　本川雅治（京大・総合博物館）

D会場「大虹」 F-７ 哺乳類研究とそれをとりまく人間、そして教育活動について考える

宮崎観光ホテル　東館2階 世話人：栗田博之（大分市教育委員会）

9月9日（金）13:00～14:45

F会場「尾鈴」 F-８
クマ類の個体数推定法の開発：

　　環境省環境研究総合推進費プロジェクトから
宮崎観光ホテル　西館8階　 世話人：間野勉（北海道立総合研究機構）・佐藤喜和（日本大学）
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9月9日（金）15:15～17:00

A会場「日向」 F-９
ヒトの振舞い，ケモノの振舞い
～生態学に基づく野生生物保護管理のおとしどころ～

宮崎観光ホテル　東館2階　 世話人：平田滋樹(長崎県 農林部)・小寺祐二（宇都宮大学 里山科学センター）

F会場「尾鈴」 F-10 標本とその二次資料，合わせて見るとおもしろい ‒ Part 2 -
宮崎観光ホテル　西館8階　 世話人：栗原望(科博・動物)

9月9日（金）18:45～20:30

E会場「大淀」 F-11
「哺乳類の基礎生物学」- あなたはどれくらい知っていますか？-
１．肉眼解剖学で捉える水棲哺乳類の姿

宮崎観光ホテル　西館10階 世話人：田島木綿子(国立科学博物館)

F会場「尾鈴」 F-12
長期継続研究からわかること：
　　金華山島のシカとサルの生活史と個体群動態

宮崎観光ホテル　西館8階　 世話人：辻大和(京大・霊長研)・樋口尚子（NPO法人 あーすわーむ）

Q会場「大会議室」 F-13 景観生態学から取り組む哺乳類研究：基礎生態から獣害問題まで

宮崎市民プラザ　４階　 世話人：赤坂卓美 (北大　農学)、黒江美紗子（秋田県立大　生物資源）

R会場「中会議室」 F-14 増補版食虫類の自然史11.「スンクスの生物学」にみる食虫類学の進展

宮崎市民プラザ　４階　 世話人：横畑泰志（富山大学理工学研究部）・
　　　　川田伸一郎（国立科学博物館動物研究部）

9月11日（日）10:15～12:00

Q会場「大会議室」 F-15 ヌートリアの過去，現在，そして未来
宮崎市民プラザ　４階　 世話人：小林　秀司(岡山理科大・理・動物学科)・

　　　　河村功一（三重大・生物資源・水圏資源生物学研究室）

R会場「中会議室」 F-16 日本固有Apodemusの生態学と遺伝学
宮崎市民プラザ　４階　 世話人：坂本信介(宮崎大・フロンティア)・友澤森彦（慶応大・自然科学セ）

9月11日（日）13:00～14:45

Q会場「大会議室」 F-17 ニホンジカにおける密度依存性と環境収容力
宮崎市民プラザ　４階　 世話人：上野真由美（道総研・環境研）・梶光一(東京農工大)

R会場「中会議室」 F-18 南方の「外来リス」を駆逐するために研究者にできること
宮崎市民プラザ　４階　 世話人：安田雅俊(森林総研九州)
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A会場　宮崎観光ホテル「日向」　第１部　11:00 ～ 12:00

11:00 A1-1 タイに生息するインドヒオドシコウモリKerivoula pictaの生態と社会について
○船越公威1・山本輝正2・水野昌彦3・大沢夕志3・大沢啓子3・福井 大4・吉倉智子5・

　峰下 耕6・松村澄子7・三笠暁子3 (1鹿児島国際大・国際文化・ 生物学研究室,

　2岐阜県立土岐紅陵高等学校, 3コウモリの会, 4National Institute of Biological

　Resources, Korea・5筑波大・院・生命環境科学, 6自然動物研究所・7山口大・理工学）

11:15 A1-2 中国産Mogera insularisの分類
○本川雅治1・李 玉春2・原田正史3・呉 毅4・林 良恭5（1京都大・総合博,

　2山東大威海分校・海洋, 3大阪市大・医, 4広州大・生命科学, 5東海大・生命科学）

11:30 A1-3 ミャンマー北部で捕獲されたアッサムモグラParascaptor leucuraについて
○川田伸一郎（国立科学博物館動物研究部）

11:45 A1-4 飼育下カワネズミChimarrogale platycephalusの出産育仔と妊娠の成功例
○菊地文一1・森部絢嗣2（1多摩動物公園飼育展示課, 2朝日大・歯・口腔解剖）

A会場　宮崎観光ホテル「日向」　第２部　13:00 ～ 15:00

13:00 A2-1 FISH 法を用いたアカネズミ(Apodemus speciosus)のロバートソン型転座染色体
の同定と構造解析
 ○山岸 学1・松原和純2・松田洋一3・酒泉 満1（1新潟大学・院・自然科学,
2名市大・院・システム自然科学, 3名古屋大学・院・生命農学）

13:15 A2-2 Apodemus draco, A. peninsulaeとA. latronumの地理的（水平と垂直）分布
○金子之史（香川大名誉教授：香川県坂出市在住）

13:30 A2-3 九州における二ホンハタネズミ（Microtus montebelli）の個体群構造
○松浦宜弘1・本川雅治2・疋田 努1（1京都大学・院・理学, 2京都大学総合博物館）

13:45 A2-4 沖縄島北部地域で捕獲された全身黒色型クマネズミの系統学的背景
○鈴木 仁1・乃美大佑1・神戸嘉一1,2・安田俊平3・中田勝士4（1北大院環境科学・

　2イカリ消毒・3北大院医学病原微生物・4環境省やんばる野生生物保護セ）

14:00 A2-5 台湾馬祖列島のヒガシシナアジサシThalasseus bernsteini保護地における
コキバラネズミRattus loseaの分布と食性
◯矢部辰男1・余 維道2・高 婉瑄2（1熱帯野鼠対策委員会・2中華鳥会）

14:15 A2-6
沖縄島北部におけるオキナワトゲネズミTokudaia muenninkiの
2009年調査以降に確認された新たな生息地
○山田文雄1・中田勝士2・村田知慧3・木戸文香3・黒岩麻里3・城ヶ原貴通4・越本知大5・

　三谷 匡6・阿部愼太郎2・河内紀浩7・小高信彦1・高嶋敦史8（1森林総研, 2環境省那覇,

   3北大, 4岡山理科大, 5宮崎大, 6近畿大, 7島嶼生物研, 8琉大）
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14:30 A2-7 絶滅のおそれのある九州のヤマネ　ー分布と生態の特徴̶
○安田雅俊1・坂田拓司2（1森林総研九州・2熊本市立千原台高校）

14:45 A2-8 ヤマネの冬眠に関係する環境要因
○大野愛子1・安田雅俊2・井上昭夫1（1熊本県立大・環境共生学, 2森林総研・九州支所）

B会場　宮崎観光ホテル「紅」　第１部　11:00 ～ 12:00

11:00 B1-1 低密度状況下におけるアライグマの探索・捕獲技術開発
○池田 透1・中井真理子１・島田健一郎１・山下國廣２・福江佑子３・小谷栄二４・川崎綾子４

（1北大文学研究科, 2軽井沢ﾄﾞｯｸﾞﾋﾞﾍｲﾋﾞｱ, ３あ－すわ－む, ４ﾌｧｰﾑｴｲｼﾞ）

11:15 B1-2 北海道野生生物観測ネットワーク ̶ 観測から何がわかるのか
○平川浩文（森林総合研究所・北海道支所）

11:30 B1-3 スマートセンサーを用いた新型捕獲技術の開発
○阿部 豪1,2・坂田宏志1,2・室山泰之1,2・田口 彰2・和倉慎治3・長瀬一彦3・臼井義美4・

　那須義弘4（1兵庫県立大・自然・環境科学研究所, 2兵庫県森林動物研究センター,

　3（株）アサヒ電子研究所, 4NPO情報セキュリティ研究所）

11:45 B1-4 野生動物の画像情報収集システム・バイオロギングの開発
○森光由樹1,2・阿部 豪1,2・中村幸子1,2・横山真弓1,2・室山泰之1,2

（1兵庫県立大学, 2兵庫県森林動物研究センター）

B会場　宮崎観光ホテル「紅」　第２部　13:00 ～ 15:00

13:00 B2-1 中大型哺乳類による牧場利用実態
○塚田英晴1・石川圭介1・竹内正彦2・福江佑子3・南 正人4・深澤 充5・清水矩宏6

（1畜草研, 2中央農研, 3NPO法人あーすわーむ, 4麻布大, 5東北農研, 6神津牧場）

13:15 B2-2 安定同位体分析に基づく御崎馬の生態学的研究
○覚張隆史・米田 穣（東京大学大学院・新領域）

13:30 B2-3 東シベリアにおける野生トナカイの季節移動：気候変動の影響と保全上の課題
○立澤史郎1,2・I. M. Okhlopkov 3・E. V. Kirillin 3・E. A. Nikolaev 3・

　N. G. Solomonov 3（1北大・文・地域, 2総合地球環境学研究所,

   3ロシア科学アカデミー寒冷地生物問題研究所）

13:45 B2-4 霧島山地におけるニホンジカの生息地利用
○矢部恒晶1・柳田蓉子2（1森林総研・九州, 2環境省えびの自然保護官事務所）

14:00 B2-5 林床の目立たない餌、落葉を利用するニホンジカ
○高橋裕史1・梶 光一2（1森林総研関西, 2東京農工大）
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14:15 B2-6 シカによる下層植生衰退防止に向けた必要捕獲数の算出
○岸本康誉1,2・藤木大介1,2・坂田宏志1,2

（1兵庫県立大学自然・環境科学研究所, 2兵庫県森林動物研究センター）

14:30 B2-7 誘引狙撃によるシカ捕獲手法の検証
○八代田千鶴1・小泉 透2・榎木 勉3（1森林総研九州, 2森林総研, 3九州大学）

14:45 B2-8 エゾシカ増加の初期段階における森林への影響
○明石信廣1・雲野 明1・寺澤和彦1・宇野裕之2（1道総研林試, 2道総研環境研）

B会場　宮崎観光ホテル「紅」　第３部　15:15 ～ 17:00

15:15 B3-1 北海道東部の湿原におけるエゾシカの生息環境評価と密度水準の予測
○稲富佳洋（道総研環境科学研究センター）

15:30 B3-2 コストパス解析を用いた札幌市街地へのエゾシカ侵入経路の推測手法の検討
○立木靖之・赤松里香（特定非営利活動法人EnVision環境保全事務所）

15:45 B3-3 オスのヒグマによる分布周縁部への非適応的分散
○佐藤喜和1・伊藤哲治2・森 洋輔2・佐藤友香3・間野 勉4

（1日大生物資源, 2日大院生物資源, 3北大獣医, 4北海道総研）

16:00 B3-4 九州のクマ情報を整理する～噂話から科学的情報へ～
○栗原智昭（MUZINA Press）

16:15 B3-5 ヘア・トラップ法を用いた岩手県北奥羽地域個体群に生息する
ツキノワグマの生息数推定
○山内貴義1・鞍懸重和1・深澤圭太2・米田政明3

（1岩手県環境保健研究センター, 2国立環境研, 3自然環境研究センター）

16:30 B3-6 ツキノワグマの採食品目の栄養学的特徴
○杉浦里奈1・加藤 真1・古賀桃子2・日紫喜文2・内山幸紀1・鈴木敏章2・加藤春喜3・

　日野輝明2・新妻靖章2（1名城大・院・農, 2名城大・農,

　3NPO法人白川郷自然共生フォーラム）

16:45 B3-7 堅果類凶作年に捕獲されたツキノワグマの栄養状態と繁殖状況
○中村幸子1,2・横山真弓1,2・斉田栄里奈2・森光由樹1,2

（1兵庫県立大学, 2兵庫県森林動物研究センター）
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C会場　宮崎観光ホテル「初雁」　第１部　11:00 ～ 12:00

11:00 C1-1 半月板の形態と走行
○後藤 慈1・和田直己2・川田 睦3・板本和仁2・宇根 智3

（1山口大・院・連合獣医学研究科, 2山口大・農学部, 3ネオべッツVRセンター）

11:15 C1-2 哺乳類椎骨の比較機能形態学的解析
○犬塚則久（東京大・医）

11:30 C1-3 進化要因の解析―歯の組織形成と体制の原則―
○小澤幸重（歯と骨の訪問研究室）

11:45 C1-4 下顎骨形態の変異からみた富山県産イノシシにおける遺伝子流動
○古橋芳輝1,2・安田 暁1・宮部慎吾1・山崎裕治1・横畑泰志1

（1富山大院･理工 , 2現, 名古屋市在住）

C会場　宮崎観光ホテル「初雁」　第２部　13:00 ～ 15:00

13:00 C2-1 根絶間近な和歌山タイワンザル交雑個体群のモニタリング手法の試行
（GPSテレメと自動撮影カメラの併用）
○白井 啓1,2・高野彩子1,3・・清野紘典1,2・萩原 光1,4・岡野美佐夫1,2・鳥居春己1,3

（1和歌山タイワンザルワーキンググループ, 2野生動物保護管理事務所,

   3奈良教育大学自然環境教育センター, 4房総自然博物館）

13:15 C2-2 タイ王国・ロッブリー市における人間とカニクイザルとの軋轢
○吉田 洋・北原正彦（山梨県環境科学研究所・動物生態）

13:30 C2-3 ニホンザルの生息適地評価と野生生物保護管理
○土居理雅1・サンガ・ンゴイ・カザディ2

（1三重大・院・生物資源学部, 2立命館アジア太平洋大学）

13:45 C2-4 ニホンザル雌における体重・体長・出産率の年齢変化様式の個体群間比較
－高崎山と幸島－
○栗田博之1・鈴村崇文2・冠地富士男2

（1大分市教育委員会, 2京都大学野生動物研究センター）

14:00 C2-5 野生ニホンザルメスにおける発情の同調と交尾戦略
○藤田志歩1・杉浦秀樹2・清水慶子3

（1鹿児島大学農学部, 2京都大学野生動物研究センター, 3岡山理科大学理学部）



9 月 9 日（金）　11:00 〜 17:00　

69

14:15 C2-6 霊長類の反芻行動の発見：テングザルの事例
○松田一希1・村井勅裕1・Marcus Clauss2・山田朋美3・Tuuga Augustine4・

　Bernard Henry5・東 正剛6（1京都大学霊長類研究所, 2University of Zurich ,

　3株式会社ジーンデザイン, 4Sabah Wildlife Department, 5University Malaysia Sabah,

   6北海道大学大学院）

14:30 C2-7 インドネシア、リンジャニ山高地に棲むカニクイザルの温泉浴行動
○渡邊邦夫1・ハディ イスラムル2・田中俊明3・木場礼子１・香田啓貴１

（1京都大霊長類研究所, 2マタラム大理学部, ３梅光学院大子ども学部）

14:45 C2-8 キタオットセイ胃内容物データに基づく餌生物相の長期変動傾向の復元
○清田雅史・米崎史郎（水産総合研究センター遠洋水産研究所）

C会場　宮崎観光ホテル「初雁」　第３部　15:15 ～ 17:00

15:15 C3-1 北海道厚岸地域におけるゼニガタアザラシの採餌と上陸の関係
○羽根田貴行1・田村善太郎1・小林万里1,2

（1東農大・生物産業, 2NPO北の海の動物センター）

15:30 C3-2 採餌行動の多様性から考えるゴマフアザラシの生息環境
○小林万里1, 2・加藤美緒1・木内政寛1・羽根田貴行1・増渕隆仁1・片貝耕輔1

（1東農大・生物産業, 2NPO北の海の動物センター）

15:45 C3-3 北太平洋産ミンククジラにおける骨盤および後肢痕跡の形態とその変異
○宮川尚子1・加藤秀弘1・伊藤春香2・安永玄太３・坂東武治３・木白俊哉4

（1東京海洋大学, 2中央水産研究所, ３日本鯨類研究所, 4遠洋水産研究所）

16:00 C3-4 北西太平洋の大型鯨類におけるブルセラ菌の血清疫学調査
○阿部瑛理香1,2・大石和恵2・坂東武治3・藤瀬良弘3・丸山正1,2

（1東京海洋大学大学院, 2独立行政法人海洋研究開発機構, 3財団法人日本鯨類研究所）

16:15 C3-5 抗シロイルカ白血球モノクローナル抗体の作製と血液細胞の分類
 ○齋藤千明1, 2・大石和恵1・中村欽光1・本郷悠貴1, 2・柿添裕香3・中澤正年4,

　丸山 正1,2(1(独)海洋研究開発機構, 2東京海洋大学大学院,

　3名古屋港水族館, 4横浜市立大学・医学部)

16:30 C3-6 ダニ媒介性感染症のリスク評価への小型哺乳類の生態学的研究からのアプローチ
○中本 敦1,2・木田浩司1・森光亮太2・小林秀司2・岸本壽男1

（1岡山県環境保健センター, 2岡理大・理）

16:45 C3-7 キタキツネと狂犬病　ー北海道における森林型流行の可能性ー
○浦口宏二（北海道立衛生研究所）
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D会場　宮崎観光ホテル「大虹」　第１部　11:00 ～ 12:00

11:00 D1-1 糞中DNAを用いたキタキツネ（Vulpes vulpes schrencki）の食性解析
○多田智記1・松井遥沙2・近藤 慧3・和田健太2・白木彩子2・横濵道成1,2・吉川欣亮1,4

（1東農大院・生産, 2東農大・生産, 3知床財団, 4都医学研・哺乳類遺伝）

11:15 D1-2 韓国におけるユーラシアカワウソ Lutra lutra のポテンシャル・
ハビタット・マップ作成
○⾦金金 炫稹1･増澤 直2･伊勢 紀2･安藤元一1･小川 博1（1東農大, 2株式会社地域環境計画）

11:30 D1-3 鹿児島市に生息するフイリマングースの水晶体重量に基づく年齢構成と繁殖サイクル
について
○新井あいか・船越公威（鹿児島国際大・国際文化研究科）

11:45 D1-4 イタチ科2種における体毛の微細構造の違いによる種判別の試み
○永里歩美・船越公威（鹿児島国際大・国際文化研究科）

D会場　宮崎観光ホテル「大虹」　第２部　13:00 ～ 15:00

13:00 D2-1 スミソニアン自然史博物館に収蔵されている明治期の日本産哺乳類標本～P. L. Jouy
コレクションについて～
○河合久仁子1,2・Kristofer M. Helgen 2

（1北海道大学北方生物圏フィールド科学センター・

   2スミソニアン国立自然史博物館哺乳類部門）

13:15 D2-2 Gastrointestinal passage time of seeds ingested by captive Japanese
martens Martes melampus
◯Yamato Tsuji1・Sayako Miura2・Toshiaki Shiraishi2

（1Primate Research Institute, Kyoto University,

   2Toyama Municipal Family Park Zoo ）

13:30 D2-3 The difference of pelvic shape between terrestrial and semiaquatic
carnivores
◯Keiko Fukuoka¹, Masaharu Motokawa²
（¹Grad. sch. of Sci. Kyoto Univ, ²The Kyoto University Museum）

13:45 D2-4 Sexual dimorphism of skull allometry in the Japanese weasel Mustela
itatsi
◯Satoshi Suzuki1, Masaharu Motokawa2（1Dept. Zool., Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.,

   2Kyoto University Museum, Kyoto Univ.)
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14:00 D2-5 Testing heterochrony for dietary adaptations in skull morphology of
canids
◯Masakazu Asahara1・Masaharu Motokawa2（1Graduate School of Sciences,

   Kyoto University, 2Kyoto University Museum, Kyoto University）

14:15 D2-6 Allometry of masticatory muscles of the order Carnivora
◯Kaoru Furuuchi1・Hideki Endo2（1Department of Earth and Planetary Science,

   The University of Tokyo, 2The University Museum, The University of Tokyo）

14:30 D2-7 Morphological diversity and functional significance of the ossicles
among lipotyphlans
◯Misato Hosojima1・Daisuke Koyabu2・Hideki Endo1（1The University Museum,

The University of Tokyo , 2The Kyoto University Museum）

14:45 D2-8 Heterochrony of cranial ossification sequence in Boreoeutherian
mammals
◯Daisuke Koyabu1・Marcelo R. Sánchez-Villagra2・Hideki Endo3（1The Kyoto

   University Museum, 2Paleontological Institute and Museum, University of Zürich,

   3The University Museum, The University of Tokyo）

D会場　宮崎観光ホテル「大虹」　第３部　15:15 ～ 17:00

15:15 D3-1 Elbow extensor, flexor, and adductor moment arms as an indicator of
forelimb posture and scansorial ability in quadrupedal tetrapods
◯Shin-ichi Fujiwara1,2・John R. Hutchinson2（1The University Museum, The

   University of Tokyo, 2Royal Veterinary College）

15:30 D3-2 Macroscopic observation of male and female reproductive organ in
Korean water deer (Hydropotes inermis)
◯JoonHyuk Sohn1 ・ YungKun Kim1 ・ Sang-In Kim1 ・ Peter Wooding2 ・

   Junpei Kimura1（1College of Veterinary Medicine, Seoul National University,

   Seoul, Korea,2College of Physiology, Development and Neuroscience, University
   of Cambridge, UK）

15:45 D3-3 Geographic variation in cranial shape of the greater Japanese shrew-
mole (Urotrichus talpoides) reflects chromosomal variation patterns
◯Laura A. B. Wilson1・Masaharu Motokawa1・Masashi Harada2・

   Norman MacLeod3・Eugenie Barrow4・Marcelo R. Sánchez-Villagra5（1The

   Kyoto University Museum, 2Osaka City University Medical School, 3Natural

   History Museum, 4University of Oxford, 5University of Zürich）
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16:00 D3-4 CRANIOMETRIC VARIATION AMONG THE RACCOON DOG
POPULATIONS IN EURASIA
◯Sang-In Kim1,2・Kaarina Kauhala4・ Hang Lee2,3・ Mi-Sook Min2,3・

   Junpei Kimura1（1Lab. of Vet. Anatomy, 2Conservation Genome Resource Bank

   for Korean Wildlife, Research Inst. for Vet. Sci.,  3Coll. of Vet. Med. Seoul Nat’l

   Univ., Korea, 4Finnish Game and Fisheries Research Inst., Finland）

16:15 D3-5 The origin of the sable in Hokkaido inferred from mitochondrial NADH
dehydrogenase subunit 2 gene sequences
◯Jun J. Sato1・Tetsuji Hosoda2・Alexey P. Kryukov3・Irina V. Kartavtseva3・

   Hitoshi Suzuki4（1Dept. Biotech., Fukuyama Univ., 2Taikyu High School, 3Inst.

  Biol. Soil Sci.,FEB, Russ. Acad. Sci., 4Grad. Sch. Env. Earth Sci., Hokkaido Univ.）

16:30 D3-6 Organization analysis of the mitochondrial DNA control region in the
genus Naemorhedus and Capricornis in the tribe Caprini (Bovidae)
◯Junghwa An1,3・Hideo Okumura2・Yun-Sun Lee1・Kyung Seok Kim1・

   Mi-Sook Min1・Hang Lee1（1CGRB, Research Institute for Veterinary Science,

   College of Veterinary Medicine, Seoul National University, 2FFPRI, 3NEI, Ministry
   of Environment, South Korea）

16:45 D3-7 Population genetic structure and evolutionary history of Eurasian red
squirrels, Sciurus vulgaris, from East Asia
◯Lee, Mu-Yeong1・Lee, Seo-Jin1・Inna Voloshina2・ Bayarlkhagva, Damdingiin3・

   Min, Mi-Sook1・Lee, Hang1（1Conservation Genome Resource Bank for Korean

   Wildlife,College of Veterinary Medicine, Seoul National University,  2Lazovsky

   State Nature Reserve,  3Department of Molecular Biology, National University of
   Mongolia）
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第１部
11:00 A1-1 タイに生息するインドヒオドシコウモリKerivoula

pictaの生態と社会について
B1-1 低密度状況下におけるアライグマの探索・捕獲技術

開発

11:15 A1-2 中国産Mogera insularisの分類 B1-2 北海道野生生物観測ネットワーク ̶ 観測から何がわ
かるのか

11:30 A1-3 ミャンマー北部で捕獲されたアッサムモグラ
Parascaptor leucuraについて

B1-3 スマートセンサーを用いた新型捕獲技術の開発

11:45 A1-4 飼育下カワネズミChimarrogale platycephalusの出
産育仔と妊娠の成功例

B1-4 野生動物の画像情報収集システム・バイオロギング
の開発

第２部
13:00 A2-1  FISH 法を用いたアカネズミ(Apodemus

speciosus)のロバートソン型転座染色体の同定と構
造解析

B2-1 中大型哺乳類による牧場利用実態

13:15 A2-2 Apodemus draco, A. peninsulaeとA. latronumの
地理的（水平と垂直）分布

B2-2 安定同位体分析に基づく御崎馬の生態学的研究

13:30 A2-3 九州における二ホンハタネズミ（Microtus
montebelli）の個体群構造

B2-3 東シベリアにおける野生トナカイの季節移動：気候
変動の影響と保全上の課題

13:45 A2-4 沖縄島北部地域で捕獲された全身黒色型クマネズミ
の系統学的背景

B2-4 霧島山地におけるニホンジカの生息地利用

14:00 A2-5 台湾馬祖列島のヒガシシナアジサシThalasseus
bernsteini保護地におけるコキバラネズミRattus
loseaの分布と食性

B2-5  林床の目立たない餌：落葉を利用するニホンジカ

14:15 A2-6 沖縄島北部におけるオキナワトゲネズミTokudaia
muenninkiの2009年調査以降に確認された新たな
生息地

B2-6 シカによる下層植生衰退防止に向けた必要捕獲数の
算出

14:30 A2-7 絶滅のおそれのある九州のヤマネ　ー分布と生態の
特徴̶

B2-7 誘引狙撃によるシカ捕獲手法の検証

14:45 A2-8 ヤマネの冬眠に関係する環境要因 B2-8 エゾシカ増加の初期段階における森林への影響

第３部
15:15 B3-1 北海道東部の湿原におけるエゾシカの生息環境評価

と密度水準の予測

15:30 B3-2 コストパス解析を用いた札幌市街地へのエゾシカ侵
入経路の推測手法の検討

15:45 B3-3 オスのヒグマによる分布周縁部への非適応的分散

16:00 B3-4 九州のクマ情報を整理する
～噂話から科学的情報へ～

16:15 B3-5 ヘア・トラップ法を用いた岩手県北奥羽地域個体群
に生息するツキノワグマの生息数推定

16:30 B3-6 ツキノワグマの採食品目の栄養学的特徴

16:45 B3-7 堅果類凶作年に捕獲されたツキノワグマの栄養状態
と繁殖状況

A会場：日向 B会場：紅
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 タイに生息するインドヒオドシコウモリ Kerivoula pictaの生態と社会につ
い
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ミャンマー北部で捕獲されたアッサムモグラ Parascaptor leucuraについ
て 
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Apodemus draco, A. peninsulae A. latronum  
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Rattus rattus, R. tanezumi

melanocortin 1 receptor gene (Mc1r) SNP 280
G A R. tanezumi

280G R. rattus
G280A  
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台湾馬祖列島のヒガシシナアジサシ Thalasseus bernsteini保護地における
コキバラネズミ Rattus loseaの分布と食性 

1 2 2

8 (0.7 – 3.1 ha) (Thalasseus bernsteini)

6 – 8 2010
4 10 2 (Rattus losea)

3 3

4  = 4.0/ha 10  = 11.9/ha 4
10 4 10

4 10 2 – 3
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I. M. Okhlopkov E. V. Kirillin E. A. Nikolaev N. G. Solomonov 
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下顎骨形態の変異からみた富山県産イノシシにおける遺伝子流動 

Sus scrofa
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Wildlife Management

16
GIS

DEM Digital Elevation Model
1 1

GAP
Wildlife Management

ニホンザル雌における体重・体長・出産率の年齢変化様式の個体群間比較 
－高崎山と幸島－ 
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キタオットセイ胃内容物データに基づく餌生物相の長期変動傾向の復元 



口頭発表　　　　　　　　　　　　　　　

98

( )



9 月 9 日（金）　11:00 〜 17:00　

99

( )

 
28

Hosokawa(1951)

 



口頭発表　　　　　　　　　　　　　　　

100

 
 
 1, 2, 1, 1, 1, 2, 3, 4, 1,2 

(1( ) 2 3 4 ) 

,  
Delphinapterus leucas 7

(BALB/c) 14 3 3 4 , 
NS-1 HAT , 37 , CO25%

2% , 
, 

, 
 

, ( ) , , 

, , 
 

, , 
, 

,  

 

1984
Rickettsia japonica

2009 2010 10 2011 6
5

L929
2 6

104 61.5% Apodemus speciosus
11 3 2

 



9 月 9 日（金）　11:00 〜 17:00　

101



口頭発表　　　　　　　　　　　　　　　

102



9 月 9 日（金）　11:00 〜 17:00　

103

2009
115 .

47 68
(1995)

. 250 (0.5~1.0 ) 2
1.5 1.5

3~5 7~10
12~2

2~8 4~9  
 
 



口頭発表　　　　　　　　　　　　　　　

104

P. L. Jouy  

Kristofer M. Helgen

P. L. Jouy

Gastrointestinal passage time of seeds ingested by captive Japanese martens Martes 
melampus 

 
Yamato Tsuji1 Sayako Miura2 Toshiaki Shiraishi2 

Primate Research Institute, Kyoto University1 Toyama Municipal Family Park Zoo 2  
 
The time it takes for ingested seeds to pass through the gut of animals is an important aspect of endozoochorous 
seed dispersal because it influences seed dispersal distance. Variations in the physical characteristics of seeds, 
such as their weight, volume, and specific gravity, can affect their movement through the gastrointestinal system 
of a given animal. We conducted feeding experiments with captive Japanese martens, Martes melampus (n = 4), 
at Toyama Municipal Family Park Zoo, central Japan to examine the effects of the physical characteristics of 
seeds on their passage times. The mean (±SD) transit time, mean retention time, and time of last appearance of 
four different types of commercial seeds were 2.6±0.3 h (range 0.6 – 5.4), 9.7±1.1 h (3.8 – 17.3), and 23.8±3.1 h 
(12.2 – 51.8), respectively. All of these values are greater than those found during previous experiments 
conducted with mustelids. Similar to previous studies, however, none of these passage time variables was 
correlated with the physical characteristics of seeds. Our results thus indicate that martens disperse seeds of 
different plant species, whose size, volume, and specific gravity all fall within the range of those used in the 
present study, from parent-plants at similar distances.
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The difference of pelvic shape between terrestrial and semiaquatic carnivores 

 
Keiko Fukuoka!, Masaharu Motokawa" 

Grad. sch. of Sci. Kyoto Univ!, The Kyoto University Museum"  
 
In this study, the morphology of carnivoran pelvis is compared using three dimensional geometric 
morphometrics. This study focuses on the pelvic difference between terrestrial and semiaquatic carnivores. 38 
landmarks are collected from a total of 76 individuals of 7 pinnipeds, 4 species nearly living in water (Enhydra 
lutris, Lutra lutra, Mustela vison, and Ursus maritimus), and 7 terrestrial species. 
The results show that species more adapted for the life in water have more conical shaped pelvis. This change 
was characterized by that the ischial tuberosity went inner and the pubic symphysis went caudal direct. 
Semiaquatic mammals might take this less water resistance shape due to buoyancy although these changes seem 
to be disadvantageous in terrestrial species since this makes it difficult to sustain their body weight and internal 
organs. The pelvic shape change is influenced by the life style of its animal. This change for semiaquatic life has 
occurred in different clades such as Otariidae and Phocidae in parallel. 

Sexual dimorphism of skull allometry in the Japanese weasel Mustela itatsi 
 

Satoshi Suzuki1,Masaharu Motokawa2 
Dept. Zool., Grad. Sch. Sci., Kyoto Univ.1, Kyoto University Museum, Kyoto Univ.2  

 
The Japanese weasel Mustela itatsi, an endemic species of Japan is known to have remarkable sexual size 

dimorphism (SSD). It is reported that SSD generally increases proportionally with body size in Mustela. 
However, M. itatsi shows greater SSD than expected for their given size. Although size difference has been the 
focus of most previous studies on sexual dimorphism of Mustela skull, shape difference between sexes has 
seldom been quantitatively evaluated. In this study, we analyzed sexual difference of skull shape by comparing 
bivariate allometric patterns of 44 skull measurements against condylobasal length (CBL), using 30 adult 
specimens of M. itatsi (male 16, female 14). Among the measurements we assessed, 29 linear measurements 
showed significant correlations with the CBL. In the standardized major axis regressions using these 
measurements, three measurements showed significant differences of slopes between sexes. This indicates that 
nasal length, zygomatic length, and mandibular depth of female are more strongly affected by the skull size 
variation. Nine measurements showed significantly different elevations between sexes. This indicates that female 
possesses relatively larger neurocranium and wider rostrum. Differences of allometric trajectories between sexes 
suggest that female is not simply a dwarf morph of male and imply that remarkable sexual difference of 
ontogenetic patterns (growth duration and speed of each skull component) reflects intersexual differences of life 
history strategies. 
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Testing heterochrony for dietary adaptations in skull morphology of canids 

 
Masakazu Asahara1 Masaharu Motokawa2 

Graduate School of Sciences, Kyoto University1 Kyoto University Museum, Kyoto University2  
 
During ontogeny in canids (Canidae, Carnivora), skull shapes were changed from brachycephalic (with smaller 
snout) to dolichocephalic (with larger snout). Similar morphological variation exists as a result of dietary 
adaptations among whole Carnivora. That is, carnivorous species have brachycephalic skulls and omnivorous 
species have dolichocephalic skulls. Thus, we could hypothesize that such variation in skull morphology was 
resulted from heterochronic evolution. To test this hypothesis, we compared skull morphology of canids 
including juveniles and adults using three-dimensional geometric morphometrics and several measurements. 
Then, ontogenetic trajectories were compared among species. We found some cases of large carnivorous species 
could be interpreted to heterochronic evolution as progenesis in shape. However, ontogenetic trajectories of skull 
shapes largely varied and thus simple heterochronic evolution as progenesis or hypermorphosis could not explain 
for most variations of skull shape in canids. On the other hand, size of the snout shared similar ontogenetic 
allometric lines among species and thus size of snout is adaptable to heterochronic explanation. However 
allometric lines of lengths constituting proportion of snout varied among species. Our results raised conflict 
between size and shape morphogenesis and inferred that heterochrony is mainly important for size 
morphogenesis. 

Allometry of masticatory muscles of the order Carnivora 

 
Kaoru Furuuchi1 Hideki Endo2 

Department of Earth and Planetary Science, The University of Tokyo1, The University Museum, The 
University of Tokyo2  
 
Carnivora has been focused on its mastication by the dental morphology and the morphometrics of its skull. On 
the other hand, myological approaches have not been carried out enough. This study conducts the gross anatomy 
of the four masticatory muscles (masseter, temporalis, medial and lateral pterigoid) in the 18 species of 
carnivores to examine the relationships between the muscle mass and the fascicle length. In the double 
logarithmic plot (x-axls: the fascicle length, y-axls: the muscle mass), the masseter and temporalis, the main 
generators of bite force, were highly correlated. The former: y=2.879x+0.419, R2=0.941, the latter: 
y=2.940x+0.507, R2=0.926. The growth of the two muscles showed an isometric trend, and was not influenced 
by phylogenetical status and feeding behaviors in each species. The results suggest that the bite force of 
carnivora may be determined by fascicle length rather than the muscle shape at least in the masseter and 
temporalis.
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Morphological diversity and functional significance of the ossicles among 
lipotyphlans 

 
Misato Hosojima1 Daisuke Koyabu2 Hideki Endo1 

The University Museum, The University of Tokyo 1, The Kyoto University Museum2  
 

Considerable interspecific morphological variations are observed in the auditory ossicles among mammals. The 
low-frequency sound is the most dominant in the underground environment, and the subterranean species use 
low-frequency sound for auditory perception. In this study, we hypothesized that the patterns of morphological 
diversity in the ossicles is influenced by variation in lifestyles. To test this hypothesis, we morphologically 
compared the ossicles among the lipotyphlan species which include various lifestyles, such as terrestrial, 
semi-subterranean, and subterranean. We conducted 3D reconstructions of micro CT images of the ossicles for 
one species of hedgehogs, seven species of shrews, one species of solenodons, and six species of moles. Then, 
linear traits and surface areas were compared among species. The ratios of malleus lever arm against incus lever 
arm were lower in the order of subterranean, semi-subterranean, and terrestrial lifestyle. In contrast, the 
stapes-footplate areas were larger in the order of subterranean, semi-subterranean, terrestrial lifestyle. In addition, 
the malleus/incus lever ratios and stapes-footplate areas were not correlated with phylogenetic relatedness. It has 
been known that reduced malleus/incus lever arm ratio and enlarged stapes-footplate areas can efficiently 
transmit low-frequency sound. Therefore, we suggested that the morphological diversity in the ossicles may be 
evolutionarily correlated to the variation in lifestyles among liphotyphlan species.  

Heterochrony of cranial ossification sequence in Boreoeutherian mammals 

 
Daisuke Koyabu1 Marcelo R. Sánchez-Villagra2 Hideki Endo3 

The Kyoto University Museum1, Paleontological Institute and Museum, University of Zürich2, The University 
Museum, The University of Tokyo3  

 
To investigate the role of ontogenesis in producing adult morphological diversity, the most 

comprehensive analysis to date on osteogenesis of 22 cranial elements in 42 species of mammals was conducted, 
spanning over nine orders. Results demonstrate that mammals are characterized by the delayed onset of 
pterygoid relative to other bones compared to the sauropsid outgroups. Given the evolutionary fact that the 
pterygoid bone has experienced a relative size reduction in mammals from the condition of early synapsids, we 
suggest that the late shift of the pterygoid is linked to the evolutionary reduction of this bone in mammals. In 
addition, we find that moles are characterized by the extremely early development of the bones that constitute 
the vomeronasal complex (nasal, vomer, palatine, frontal, and pterygoid). Since the vomeronasal complex is 
relatively robust compared to those of the moles’ close relatives (shrews and hedgehogs) and plays an important 
role in fossorial lifestyle, we suggest that the early developmental shift of vomeronasal bones in moles reflects 
their functional emphasis on this morphological complex. We also detect a pattern of step-by-step early shifts of 
the occipital bones in human evolution. Basioccipital moves earlier in Euarchontoglires, supraoccipital shifts 
earlier in Primates, exoccipital moves earlier in Catarrhini, and exoccipital shifts further earlier in Homo sapiens. 
As these bones have been proportionally enlarged in the human lineage, the gradual acceleration of occipital 
bone development may be linked to evolutionary expansion of these bones. Our comprehensive study on cranial 
ossification sequence reveals that numerous sequence heterochronies have occurred along the evolution of 
mammals and suggests that shifts in developmental program may reflect evolutionary changes in life histories.  
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Elbow extensor, flexor, and adductor moment arms as an indicator of forelimb 
posture and scansorial ability in quadrupedal tetrapods 

 
Shin-ichi Fujiwara1,2 John R. Hutchinson2 

The University Museum, The University of Tokyo1 Royal Veterinary College2  
 
Forelimb postures (e.g., sprawling and sagittal) and scansorial abilities have dramatically diversified in the 
tetrapod lineage. But the skeletal morphologies that indicate either posture or locomotor abilities are not well 
understood. Hence, forelimb postures of some extinct taxa (e.g., desmostylian mammals) have been 
reconstructed in different ways among researchers. Here we report a new forelimb posture indicator which is 
applicable to a majority of extant tetrapods. First, the degree of elbow joint adduction/abduction mobility was 
determined in some lizard specimens. This step revealed that the carpal flexors also function as elbow 
“adductors”, which may play a major role during the stance phase in sprawling postures (e.g., toads, monotremes, 
moles, lizards). This function is different from sagittal and creeping (against surface friction: e.g., sloths) limb 
postures which respectively depend more on elbow extensors and flexors for propulsion. Measurements of elbow 
muscle moment arms in 313 extant tetrapod skeletons (Anura, Testudines, Lepidosauromorpha, Crocodilia, Aves, 
and Mammalia: 32 orders, 122 families, and 259 genera) revealed that sprawling, sagittal, and creeping tetrapods 
respectively emphasize elbow adductor, extensor, and flexor muscle functions over others. Furthermore, 
scansorial taxa possess relatively larger elbow flexor moment arms than non-scansorials. Therefore, forelimb 
postures of extinct tetrapods can be reconstructed based on our new quantitative index. Desmostylian mammals 
are categorized as sagittal non-scansorials based on this indicator.

Macroscopic observation of male and female reproductive organ in Korean 
water deer (Hydropotes inermis) 

 
JoonHyuk Sohn1  YungKun Kim1  Sang-In Kim1  Peter Wooding2  Junpei Kimura1 

College of Veterinary Medicine, Seoul National University, Seoul, Korea1, 
College of Physiology, Development and Neuroscience, University of Cambridge, UK2  
 
The water deer is known to be an endemic species in Korea and some limited areas in East China and 
South-eastern part of England. There have been no studies of their basic reproduction. To understand 
the reproductive strategy of this species, their male and female reproductive organs were anatomically 
observed. The ampulla of deferent duct, vesicular gland, prostate gland (body and diffuse part) and 
bulbourethral gland were identified. Their shape, location and structure were basically similar to that of 
goat and sheep like small ruminants. The existence of the spermatozoon was histologically confirmed in 
the lumen of the convoluted seminiferous tubule of individuals obtained on late October to December. 
Spermatogenesis might take place in specific periods. The uterus was categorized as a bicornuate uterus. 
The placentomes existed in the whole uterine horns and numbered 6. The volume of each cotyledon 
was 16-17cm3. The shape of the placentome was convex. The placenta can be classified as an 
oligocotyledonary placenta. The number of fetus is 2-4 and is exceptionally larger than in other 
ruminant species. Although the number of placentomes is similar to other cervidae species, there might 
be some special mechanism or structure in the attachment site of the fetus to accommodate an 
extraordinary number of fetuses in the water deer. These results may contribute to the management and 
conservation of this species. 
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Geographic variation in cranial shape of the greater Japanese shrew-mole 
(Urotrichus talpoides) reflects chromosomal variation patterns 

 
Laura A. B. Wilson1 Masaharu Motokawa1 Masashi Harada2 Norman MacLeod3 Eugenie Barrow4 Marcelo 

R. Sánchez-Villagra5 
The Kyoto University Museum1, Osaka City University Medical School2, Natural History Museum3, University 

of Oxford4, University of Zürich5  
 

Two karyotype races of the greater Japanese shrew-mole (Urotrichus talpoides) are known to occur on Honshu, 
with the boundary being found along the Kurobe-Fuji line. We conducted the first study of geographic variation 
in cranial morphology to test whether chromosomal variation patterns were reflected in morphological data and 
to quantify geographic shape variation. In total, 174 shrew-moles were analysed using landmark- and 
outline-based geometric morphometric methods. Results indicate ventral and dorsal cranial morphology differed 
between shrew-moles from western and eastern Honshu, in agreement with chromosome variation boundaries. 
Inclusion of other island populations revealed differences between shrew-moles in Kyushu, Tsushima and North 
Honshu. Shrew-moles from Tsushima and North Honshu have a progressively more elongated zygomatic arch 
and lengthened rostrum compared with those from Kyushu. For the dentary, geographic separation was greatest 
for the coronoid process. Shrew-moles from eastern Honshu are characterised by a coronoid process with a 
shorter anterior margin and slightly broader tip compared to western Honshu populations.

CRANIOMETRIC VARIATION AMONG THE RACCOON DOG 
POPULATIONS IN EURASIA 

 
Sang-In Kim1,2, Kaarina Kauhala4, Hang Lee2,3, Mi-Sook Min2,3, and Junpei Kimura1 

Lab. of Vet. Anatomy1, Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife2, Research Inst. for 
Vet. Sci. and Coll. of Vet. Med. Seoul Nat’l Univ., Korea 3, Finnish Game and Fisheries Research 
Inst., Finland4  
 
The raccoon dog, Nyctereutes procyonoides, is an endemic species in East Asia but can be found as far as 
Europe after being introduced from eastern part of Russia about 70 years ago. Currently this species is divided 
into six subspecies depending geographic distribution. Recent studies have proposed that Japanese raccoon dogs 
should be classified as a distinct species from other subspecies because of its unique chromosome number. 
However, since there have been few studies using molecular markers and morphological characters, 
geographical variation among all raccoon dog populations remain unclear. To clarify the morphological variation 
among raccoon dog populations, we examined 480 skulls consisting of five subspecies from seven locations: 
Korea, Honshu, Shikoku, and Hokkaido in Japan, Northern China, East Russia and Finland. Our results indicated 
that Finnish raccoon dogs possessed substantially different shape of skull and teeth by validity of Bergmann’s 
rule. Variation analysis also showed that Hokkaido populations were significantly different from other 
populations within the Japanese raccoon dogs and this might be affected by isolation by Blakistone’s line. We 
insist that Bergmann’s rule could be one of the influential factors affecting the skull morphology of the Finnish 
and Hokkaido populations. This study suggests the revaluation of the taxonomic status of these subspecies and 
management of raccoon dogs. Extension of morphological studies will also be necessary to confirm of these 
interpretations. 
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The origin of the sable in Hokkaido inferred from mitochondrial NADH 
dehydrogenase subunit 2 gene sequences. 

 
Jun J. Sato1 Tetsuji Hosoda2 Alexey P. Kryukov3 Irina V. Kartavtseva3 Hitoshi Suzuki4 

Dept. Biotech., Fukuyama Univ.1 Taikyu High School2 Inst. Biol. Soil Sci., FEB, Russ. Acad. Sci.3 Grad. Sch. 
Env. Earth Sci., Hokkaido Univ.4  
 
Genetic status and the origin of the sable Martes zibellina (Carnivora, Mustelidae) in Hokkaido was evaluated by 
comparing the genetic diversity of populations in Russian Far East and Hokkadio, using nucleotide sequences of 
the mitochondrial NADH dehydrogenase subunit 2 gene (976 base pairs). Molecular phylogenetic (Maximum 
likelihood and Bayesian inference approaches) and network (Median joining method) analyses recovered the 
monophyly of the sables originated from Hokkaido. Bayesian-relaxed molecular clock dating approach estimated 
the date for the migration of sables into Hokkaido to lie between 0.10 and 0.27 million years before present. 
Taking into account the geological evidence that Hokkaido was not connected to the other Japanese islands but 
to Eurasian continent in the Late Pleistocene period and that the sables have not been found on the Japanese 
islands other than Hokkaido, the Late Pleistocene period was supposed to be the most plausible epoch for the 
establishment of the sable in Hokkaido. Lower genetic diversity of the Hokkaido population of the sable 
observed in this study was probably caused by the founder effect in the establishment of the sable population on 
the island or excessive hunting by humans for fur industry. We further discuss the genetic diversity of 
populations in Russian Far East and mammalian faunal constructions in Hokkaido.

Organization analysis of the mitochondrial DNA control region in the genus 
Naemorhedus and Capricornis in the tribe Caprini (Bovidae) 

 
Junghwa An1,3, Hideo Okumura2, Yun-Sun Lee1, Kyung Seok Kim1, Mi-Sook Min1, Hang Lee1 

CGRB, Research Institute for Veterinary Science, College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University1, FFPRI, Tsukuba, Ibaraki, 305-8687, Japan2, NEI, Ministry of Environment, South Korea3  
 
Gorals (Naemorhedus species) and Serows (Capricornis species) are closely related species in the tribe Caprini. 
In order to investigate the patterns of variation across the control region domains of mitochondria, a study on the 
comparative analysis both within and between species was accomplished. Complete sequences of the 
mitochondrial control region (1031-1212 nt) from 73 specimens of 5 species (2 Naemorhedus species, 2 
Capricornis species, 1 Capra hircus) were aligned and analyzed.  A total of 15 haplotypes from N. caudatus, 1 
from N. goral, 8 from Capra hircus, 2 from C. swinhoei, and 27 from C. crispus were tested for reconstructing 
the phylogenetic tree. Based on comparative analysis of control region sequences of five species for the present 
study, we also found three distinct domains as described firstly by Sbisa (1997): ETAS, central, and CSB domain. 
As base composition of three domains, A+T<G+C was found. Three tandem repeats (about 76 nt) were found in 
left domain of control region of N. caudatus and N. goral, while two tandem-repeated sequences were identified 
in C. crispus and Capra hircus. CSB-1 and polypyrimidine tract were also represented and showed homologous 
region compared with other domains. In the aligned sequences of tandem repeats, two pairs of mirror symmetry 
sequences (TACAT, ATGTA) were found. The phylogenetic inference by complete sequence of control region 
implied that Naemorhedus and Capricornis had distinct clade as a different genus, concordant with the findings 
previously described by cytochrome b.
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Population genetic structure and evolutionary history of Eurasian red squirrels, 
Sciurus vulgaris, from East Asia 

 
Lee, Mu-Yeong1�Lee, Seo-Jin1�Inna Voloshina2� Bayarlkhagva, Damdingiin3�Min, Mi-Sook1�Lee, Hang1 

�Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife,College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University1 Lazovsky State Nature Reserve, 56 Centralnaya St., Lazo, Primorsky Krai 692980, Russia2 
Department of Molecular Biology, National University of Mongolia, Ulaanbaatar 210646, Mongolia3� 
 
Understanding the correct population subdivision and extent of genetic divergence among populations is decisive 
for development of efficient management and conservation plan. Using two different kinds of genetic markers, 
mitochondrial DNA (mtDNA) and microsatellite loci, we evaluated population genetic structure of Eurasian red 
squirrels collected from Russia, China, Mongolia, and South Korea. The mtDNA data showed gene genealogies 
of S. vulgaris are not structured while microsatellites outcomes indicated three population genetic structures 
according to geographic affiliation. In particular, the star-like pattern and low genetic variation were observed 
from mtDNA. The discrepancy of results between mtDNA and microsatellite loci could be caused by several 
factors such as sex-biased dispersal, differences in refugial effective population size, or time frame difference 
each genetic marker showed. We will think about which factors result in this contrasting population genetic 
structure of S. vulgaris.  
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Pa-1 和歌山県果樹試験場ほ場におけるニホンザルの出没状況
○法眼利幸・山本浩之・井沼 崇・貴志 学・井口 豊・森口幸宣（和歌山県農技セ果試）

Pa-2 ニホンザル（Macaca fuscata）への学習放獣実施の効果測定
-アルファメスへの実施の場合-
○佐伯真美・清野紘典・岡野美佐夫・白井 啓・川村 輝（㈱野生動物保護管理事務所）

Pa-3 サルに利用されやすい集落の環境要因について～集落内圃場数と出没頻度との関係～
○鈴木克哉1, 2・山端直人3・室山泰之1, 2

（1兵庫県立大, 2兵庫県森林動物研究センター, 3三重県農業研究所）

Pa-4 ＊ 集落ごとの追い払い頻度の違いでサルの警戒度は変化するか？
○山田 彩（近畿中国四国農業研究センター）

Pa-5 ニホンザル（Macaca fuscata）の群れ生息分布推定法の開発
○清野紘典・岡野美佐夫・岸本真弓（㈱野生動物保護管理事務所）

Pa-6 動物専用周波数帯を利用したニホンザルのリアルタイムモニタリングシステム
増間拓也1・○山本麻希1・酒井龍市2・藤井芳輔2・臼井秀行2・竹田謙一3・羽山伸一4

（1長岡技大・生物, 2（株）イートラスト, 3信州大・農, 4日獣大・獣医）

Pa-7 高知県中土佐町におけるニホンザル保護管理の現状と課題
○葦田恵美子・金城芳典（NPO法人 四国自然史科学研究センター）

Pa-8 ＊ 農地によって変化したニホンザル群の群落選択
○海老原寛1・高槻成紀2（1麻布大院・獣, 2麻布大・獣）

Pa-9 ＊ ニホンザルの農地選択に対する空間スケールの依存性
○望月翔太1,2・村上拓彦1（1新潟大・院・自然科学, 2日本学術振興会特別研究員DC2）

Pa-10 ＊ 金華山島における野生オスニホンザルの空間分布と親和的関係
○川添達朗（京都大・理学研究科）

Pa-11 ＊ ニホンザル雄の集団からの一時孤立行動
○大谷洋介・澤田晶子・半谷吾郎（京都大 霊長類研究所）

Pa-12 ニホンザルは群れのまとまりを保つために、どのような動きをしているか
○杉浦秀樹1・下岡ゆき子2・辻 大和3

（1京都大・野生動物研究セ, 2帝京科学大・自然環境, 3京都大・霊長研）

Pa-13 ＊ サルの混群形成　‒異なる種どうしがどのように一緒にいるのか？-
○郷 もえ・橋本千絵（京都大学霊長類研究所）

Pa-14 ＊ 安定性の異なる集団で比較するウマの移動の意思決定要因
○坪山佳織1・秋田 優2・長谷川眞理子1・沓掛展之1,3

（1総研大・葉山, 2串間市役所, 3JSTさきがけ）
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Pa-15 富士山北麓におけるニホンジカの行動パターン
○奥村忠誠1・姜 兆文1・小俣 謙2・本多響子1・山田雄作1・岡野美佐夫1・佐伯真美1・吉田淳久1・

　吉田 洋3・北原正彦3・高槻成紀4（1野生動物保護管理事務所, 2山梨県みどり自然課,

　3山梨環境科学研究所,4麻布大）

Pa-16 奥多摩地域に生息するニホンジカ（Cervus nippon）のGPSテレメトリーによる行動追跡
○金子賢太郎1・後藤和郎1・菅原 泉2（1株式会社緑生研究所, 2東京農業大学）

Pa-17 徳島県剣山山頂付近におけるニホンジカの冬季行動特性
○森 一生1・武知宏弥2・鎌田磨人3（1徳島県西部総合県民局, 2徳島市在住, 3徳島大学工学部）

Pa-18 伊豆半島におけるGPS首輪を用いたメスジカの行動特性の解明
○大場孝裕・大橋正孝・大竹正剛・山田晋也（静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター）

Pa-19 ＊ 長野県霧ヶ峰におけるニホンジカの季節移動様式
○瀧井暁子1・泉山茂之2・望月敬史3（1信大・総合工学系, 2信大・農, 3(有)あかつき動物研究所）

Pa-20 ニホンジカ分布拡大地域におけるシカの季節移動と植生衰退の関係
○斉田栄里奈1・藤木大介1,2・岸本康誉1,2・横山真弓1,2・森光由樹1,2

（1兵庫県森林動物研究センター, 2兵庫県立大学）

Pa-21 ＊ 餌資源分布がニホンジカ（Cervus nippon）の行動に与える影響
○横山典子・濱崎伸一郎・山元得江・岸本真弓・清野紘典（(株)野生動物保護管理事務所）

Pa-22 ＊ ニホンジカの雄の発情コストと生涯繁殖戦略
○南 正人1・大西信正2・樋口尚子3・岡田あゆみ4・高槻成紀1

（1麻布大学, 2南アルプス生態邑, 3NPO法人あーすわーむ, 4北里大学）

Pa-23 餌資源制限下の宮島におけるニホンジカ雌の繁殖生態
○井原 庸1・細井栄嗣2・松本明子1・油野木公盛3・原 竜也1

（1広島県環境保健協会, 2山口大学農学部,3神石高原農業公社）

Pa-24 エゾシカ高質個体群におけるメスの繁殖特性―胎子成長と受胎時期の検討―
○松浦友紀子1・伊吾田順平2・伊吾田宏正３

（1森林総研北海道, 2NPO西興部村猟区管理協会, 3酪農学園大学）

Pa-25 宮島におけるニホンジカの食物の質と栄養状態
○野口裕美子1・細井栄嗣1・井原 庸2・松本明子2・田戸裕之3・油野木公盛4

（1山口大学 農, 2広島県環境保健協会, 3山口県農林総合技術センター, 4神石高原農業公社）

Pa-26 ＊ 高密度化と積雪が冬季のニホンジカの食物構成に与える影響-日光でのモニタリングから-
○瀬戸隆之1・松田奈帆子2・梶 光一1（1農工大農学府, 2栃木県）

Pa-27 ＊ モンゴル・フスタイ国立公園のタヒ（Equus ferus przewalskii）と
アカシカ（Cervus elaphus）の資源利用比較
○大津綾乃・高槻成紀（麻布大学野生動物学研究室）
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Pa-28 ＊ モンゴルにおける家畜の増加と森林の減少がアカシカの生息・分布に与える影響
○幸田良介1・Amartuvshin Sumiya 2・藤田 昇3

（1京大・生態研, 2モンゴル科学アカデミー地生態学研究所, 3地球研）

Pa-29 ＊ 飼育下マレーバクの食物通過速度実験～種子散布者としての可能性～
○山本詩織・高槻成紀（麻布大学　野生動物学研究室）

Pa-30 ＊ 千葉県房総半島におけるキョン（Muntiacus reevesi）の採食型の位置づけ
○杉浦義文・高槻成紀（麻布大学野生動物学研究室 ）

Pa-31 ＊ 栃木県産ニホンカモシカおよびニホンジカを用いたメゾウェア解析
○山田英佑・仲谷英夫（鹿児島大学大学院･理工学研究科）

Pa-32 ＊ 進化的に重要な単位(ESU)に基づいてニホンジカ個体群を区分する
○寺田千里1・齊藤 隆1,2（1北大・環境科学院, 2北大・フィールド科学センター）

Pa-33 ＊ グラントガゼルの遺伝的ならびに形態学的変異に関する一考察
○栗原 望1・加藤恵理2・長岡浩子1・川田伸一郎1（1科博・動物, 2東大・総合文化）

Pa-34 ＊ 剥製標本を用いたシカ科（Ｃｅｒｖｉｄａｅ）における毛の微細構造
○真柄真実・川田伸一郎（国立科学博物館）

Pa-35 ＊ 牡鹿半島において近年急増したニホンジカ（Cervus nippon）集団の動態
○瀧口晴嵩1・田中和明2・小野香菜2・星明日香2・高槻成紀1

（1麻布大学野生動物学研究室, 2麻布大学動物工学研究室）

Pa-36 ＊ Molecular Phylogeography and Genetic Structure of Siberian roe deer in
Northern Eurasia
○Yun-Sun Lee1・Mi-Sook Min1・Young-Jun Kim1・ Inna Voloshina2・Alexander Myslenkov2・

Jang Geun Oh3・Nickolay Markov4・Alexander Argunov5・Hang Lee1 and Kyung-Seok Kim1

（1College of Veterinary Medicine, Seoul National University, 2Lazovsky State Nature

Reserve, 3Mt. Halla Research Division, Dept. of Halla Eco-Environmental Research,
4Institute of Plant and Animal Ecology Urals Branch of Russian Academy of Sciences,
5Institute for Biological Problems of Cryolithozone）

Pa-37 ＊ 人工芝を用いた飼育ニホンジカの誘引
○檀上理沙1・竹田謙一2（1信州大院農, 2信州大農）

Pa-38 ＊ 時間を制限した給餌によるシカの出現時間帯コントロールの試み
○亀井利活1・安藤正規1・淺野 玄1・近藤誠司2・秦 寛2・内山 知3・石坂祐子4・鈴木正嗣1

（1岐阜大学応用生物科学部, 2北海道大学北方生物圏フィールド科学センター,

　3北海道大学農学研究院, 4北海道大学環境科学院）
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Pa-39 ガス分子モデルカメラトラップ法によるニホンジカ生息密度調査技術の確立
○姜 兆文1・山根正伸2・今野建志郎3・山田雄作1

（1野生動物保護管理事務所, 2神奈川県自然環境保全センター, 3横浜国立大）

Pa-40 ＊ エゾシカ個体群におけるカメラトラップ法を利用した密度推定
○池田敬1・梶 光一1・高橋裕史2・吉田剛司3・伊吾田宏正3

（1東京農工大学, 2森林総合研究所, 3酪農学園大学）

Pa-41 ＊ 八ヶ岳亜高山帯におけるニホンジカの剥皮被害と土地利用頻度との関係
○田尻研介1・竹田謙一2（1信大院農, 2信大農）

Pa-42 森林に設置するシカ等の侵入防止柵について
○高柳 敦（京大院農）

Pa-43 造林樹種を基準としたニホンジカの剥皮嗜好性
○岡田充弘・小山泰弘（長野県林総セ）

Pa-44 エゾシカ狩猟における捕獲効率の銃種比較̶ライフルv.s.ショットガン
○伊吾田宏正1・伊吾田順平2・松浦友紀子３

（1酪農学園大学, 2西興部村猟区管理協会, 3森林総研北海道）

Pa-45 くくりわなによるエゾシカの捕獲事例
○南野一博1・渋田喜徳2（1北海道林試・道南, 2北の国ファーム）

Pa-46 ＊ エゾシカのロードキル件数の季節変化に関与する要因
○野呂美紗子・鹿野たか嶺・原 文宏（社団法人北海道開発技術センター）

Pa-47 ＊ エゾシカと車両の衝突問題に関する新聞報道の内容分析
○鹿野たか嶺・野呂美紗子・原 文宏（社団法人 北海道開発技術センター）

Pa-48 小学校における環境教育へのケラマジカの活用について
○遠藤 晃（南九州大学・人間発達学部）

Pa-49 ＊ 安定同位体分析に基づく富山県産イノシシの食物利用の研究
○安田 暁・横畑泰志・張 勁（富山大院・理工）

Pa-50 和歌山県のカンキツ園周辺におけるイノシシのエサ利用状況
○山本浩之・法眼利幸・井沼 崇・貴志 学・井口 豊・森口幸宣（和歌山農技セ果試）

Pa-51 イノシシの採食被害を受けにくい寒地型牧草種の探索
○上田弘則・江口祐輔・井上雅央（近畿中国四国農業研究センター）

Pa-52 ＊ 広島県世羅郡世羅町の中山間地におけるセンサーカメラを用いたイノシシの行動調査
○城後由里1・木場有紀2・谷田 創1

（1広島大学大学院生物圏科学研究科, 2帝京科学大学こども学部）
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Pa-53 ＊ カメラトラップ法で確認された奄美大島におけるリュウキュウイノシシ（Sus scrofa
riukiuanus)の出没時間傾向
○布施綾子1・塩野崎和美1・山田文雄2・小方 登1（1京大院地球環境, 2森林総研）

Pa-54 高山帯（乗鞍岳）におけるイノシシの出現と高山植物への被害状況
○市川哲生1・元島清人2・関岡裕明1・元木達也1・奥川博也1・植松永至1・藤田淳一1

（1（株）環境アセスメントセンター, 2林野庁中部森林管理局）

Pa-55 野生動物が農地への侵入経路として利用する林縁部周辺の環境特性
○市川哲生・水上貴博・濵口あかり・平田大輔・能野あやな・八木健爾・美馬純一
（（株）環境アセスメントセンター）

Pa-56 農業共済組合による鳥獣被害対策の取り組み
○田戸裕之1・小枝 登1・宍戸 隆2・東 信男3・細井栄嗣4（1山口県農林総合技術センター,

　 2山口県農林水産政策課, 3山口県農業共済組合連合会, 4山口大学農学部）

Pa-57 ＊ 島根県における鳥獣専門指導員（通称：クマ専門員）の活動内容とその効果
○澤田誠吾1・金澤紀幸2・静野誠子3・堂山宗一郎4・金森弘樹1（1島根中山間研セ,

　2島根西部農振セ益田事務所, 3西部農振セ, 4西部農振セ県央事務所）

Pa-58 長野県におけるツキノワグマ大量出没の特徴
○岸元良輔（長野県環境保全研究所）

Pa-59 石狩低地帯周囲のヒグマ生息域間の連続性の評価
○間野 勉1・三島啓雄2・小野理1・高田雅之1・釣賀一二三1・近藤麻実１・北川理恵3

（1道総研・環境科学研究センター, 2北海道大・農学研究院, 3酪農学園大・環境システム学部）

Pa-60 飼料に餌付いたツキノワグマの行動圏内におけるクマ剥ぎの被害率
○小金澤正昭1・中山直紀2（1宇都宮大学・農・演習林, 2宇都宮大学・農・鳥獣管理）

Pa-61 積丹・恵庭地域ヒグマ個体群の遺伝的多様性の評価
○釣賀一二三・間野 勉・近藤麻実（道総研環科研センター）

Pa-62 ヒグマ体毛を用いたマイクロサテライト分析成功率の季節性に関する検討（予報）
○近藤麻実・釣賀一二三・間野 勉（北海道立総合研究機構）

Pa-63 ＊ 骨密度を用いたツキノワグマの長期的栄養状態把握のための試み
 ～疫学的要因と餌環境の影響～
○中川恒祐1・淺野 玄2・鈴木正嗣2（1(株)野生動物保護管理事務所, 2岐阜大・獣医）

Pa-64 ＊ アミノ酸窒素安定同位体比によるツキノワグマの食性解析
○中下留美子1・鈴木彌生子2・橋本(佐藤)美穂3・坪田敏男4

（1森林総研, 2食総研, 3群馬大, 4北大・獣医）

Pa-65 西中国地域個体群のツキノワグマが東中国地域個体群のツキノワグマと出会った
○西 信介1・澤田誠吾2（1鳥取県, 2島根県中山間地域研究センター）
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Pa-66 四国剣山山系におけるツキノワグマ１個体の長期追跡記録
○山田孝樹・金澤文吾・山崎浩司（四国自然史科学研究センター）

Pa-67 長野県上伊那地域の里地・里山におけるツキノワグマの集中利用場所
○木戸きらら1・泉山茂之2（1信州大院・農学研究科, 2信州大・農学部）

Pa-68 ビデオカメラ付き首輪を用いたニホンツキノワグマの食性解析
○後藤優介（立山カルデラ砂防博物館）

Pa-69 ＊ 長距離通信技術を適用したGPS首輪の開発と応用
○高橋広和1,3・青井俊樹2・原科幸爾2・安江悠真2・玉置晴朗3・矢澤正人3・瀬川典久4

(1岩手大学連合大学院, 2岩手大学農学部, 3(株)数理設計研究所, 4岩手県立大学)

Pa-70 ＊ 長距離通信技術を応用した新たなワナセンサシステムの開発と野生動物捕獲への適用事例
○安江悠真1・青井俊樹１・高橋広和2,3・玉置晴朗3・矢澤正人3・瀬川典久4

(1岩手大・農学部, 2岩手大・連合大学院, 3(株)数理設計研究所, 4岩手県立大学)

Pa-71 北海道日本海沿岸におけるトドによる漁業被害と地域漁業との関係
○和田昭彦1・後藤陽子1・前田圭司1・山村織生2 (1道総研・稚内水試, 2水総研セ・北水研)

Pa-72 ＊ 北海道礼文島に来遊するゴマフアザラシの上陸場ごとの生息環境とその季節変化
○渋谷未央1・小林万里1,2（1東農大・生物産業, 2NPO北の海の動物センター）

Pa-73 ＊ 北海道猿払沖からロシアに北上するトド妊娠雌の回遊と潜水行動
○高橋菜里1・服部 薫・2後藤陽子3・和田昭彦3・中野渡拓也4・大島慶一郎4・三谷曜子5

（1北大院環, 2北海道区水産研究所, 3稚内水試, 4北大低温研, 5北大フィールド科セ）

Pa-74 ＊ 冬季に壱岐対馬海域に来遊したカマイルカの行動範囲
○岩﨑俊秀1・南川真吾1・永谷 浩2

（1（独）水産総合研究センター・遠洋水産研究所, 2長崎県・五島振興局）

Pa-75 ＊ 海洋環境データを用いたコビレゴンドウ（タッパナガ・マゴンドウ）の空間分布推定
○金治 佑1・岡崎 誠2

(1水産総合研究センター遠洋水産研究所, 2水産総合研究センター中央水産研究所)

Pa-76 ＊ 繁殖期におけるゴマフアザラシとゼニガタアザラシの音声分類
○木内政寛1・赤松友成2・小林万里1,3

（1東農大・生物産業, 2水研C, 3NPO北の海の動物センター）

Pa-77 ＊ ジュゴンの体骨格における骨化様式
○保尊 脩1・小倉 剛2（1国立科学博物館・動物研究部, 2琉球大・農学部）

Pa-78 イルカの筋・骨格系と遊泳運動
吉住健吾1・板本和仁2・立川利幸3・石橋敏章3・久保正仁3・後藤 慈4・○和田直己1（1山口大・

農学部, 2山口大・動物医療センター, 3下関市立しものせき水族館, 4山口大・連合獣医）



9 月 9 日（金）〜 9 月 11 日（日）　宮崎市民プラザ４階 P 会場「ギャラリー」　　

121

Pa-79 トドの分娩過程－頭が先か足が先か？－
○服部 薫1・Sveta Artem’eva2・Vladimir N. Burkanov3・山村織生１

（1北水研, 2Moscow State Univ., 3Russian Academy of Sciences）

Pa-80 トド胎子期における内臓諸器官の成長と骨格の形成
◯山田若奈1・小林由美1・堀本高矩1・山根由久2・坪田敏男2・滝口満喜2・桜井泰憲3

(1北大院・水産科学院, 2北大院・獣医学研究科, 3北大院・水産科学研究院)

Pa-81 ＊ ラッコEnhydra lutris後肢における筋形態の変異とその機能的意味
○森 健人1,2・遠藤秀紀1,2(1東大・院・理, 2東大・総合研究博物館)

Pa-82 ＊ Molecular Population Genetics of Spotted Seal (Phoca largha) Based on
Mitochondrial DNA Sequence
○ Ha Young Park 1・ Gila Jung1・ Kyung Seok Kim2・ Mu-Yeong Lee2・ Hang Lee2・ Han

Soo Lee3・ Sang-Hoon Han4・ Chang-Bae Kim 1(Department of Green Life Science,
Sangmyung University, Seoul, Korea1・ College of Veterinary Medicine, Seoul National
University, Seoul, Korea2・ Institute of Environment and Ecology, Deajeon, Korea3・
Animal Resources Division, National Institute of Biological Resources, Incheon, Korea4）

Pa-83 ＊ シワハイルカ (Steno bredanensis) の大動脈弓からの動脈分岐について
○小島 悠（岡山理科大院・総合情報）

Pa-84 三陸地域のニホンジカ管理に対する東日本大震災の影響
○堀野眞一1・千田啓介2・水田展洋3

（1森林総合研究所東北支所, 2岩手県自然保護課, 3宮城県林業技術総合センター）

Pa-85 ＊ 福島原発事故と野生生物Ⅰ：放射線影響評価のための空間線量率の将来予測
○斎藤昌幸1・土光智子1, 2・小池文人1（1横浜国大・環境情報, 2日本学術振興会）

Pa-86 ＊ 福島原発事故と野生生物Ⅱ：放射線による罹病、生殖および寿命への影響予測
○土光智子1,2・斎藤昌幸2・小池文人2(1日本学術振興会特別研究員PD, 2横国大・環境情報研究院)
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Pb-1 ＊ 日本産コウベモグラの地域系統群の境界線と遺伝的分化
○三賀森敬亮1・原田正史2・桐原 崇1・篠原明男3・土屋公幸4・鈴木 仁1

(1北大院環境科学, 2大阪市大院医学, 3宮崎大フロンティア, 4応用生物)

Pb-2 ＊ Phylogeographic relationships of the lesser white-toothed shrew in East
Asia
○Seo-Jin Lee1・Mu-Yeong Lee1・ Liang-Kong Lin2・ Y. Kirk Lin3・ Mi-Sook Min1・

　 Hang Lee1(1Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of

　Veterinary Medicine, Seoul National University, Seoul, Korea, 2 Department of Life

　Science, Tunghai University, Taichung, Taiwan, 3 Department of Life Science, National
　Taiwan University, Taipei, Taiwan)

Pb-3 ＊ やんばる地域に生息するクマネズミの腸管内寄生蠕虫類について
○諸星勇佑1・横畑泰志1・中田勝士２（1富山大院・理工, 2環境省やんばる野生生物保護センター）

Pb-4 ＊ A Newfound Hantavirus Harbored by Sorex caecutiens in Russia and Japan
○新井 智1・Hae Ji Kang2・大館智志3・Joseph A. Cook4・多屋馨子1・森川 茂1・岡部信彦1・

　Richard Yanagihara2（1国立感染症研究所, 2ハワイ大学, 3北海道大学, 4ニューメキシコ大）

Pb-5 Evolutionary Insights from Newfound Soricomorph-Borne Hantaviruses
Hae Ji Kang1・新井 智2・Jin-Won Song3・Joseph A. Cook4・○Richard Yanagihara1

（1ハワイ大, 2感染研, 3高麗大, 4ニューメキシコ大）

Pb-6 ＊ きのこ-モグラ学：きのこの観察からモグラの暮らしが判る
○相良直彦(元京都大学)

Pb-7 ＊ コウベモグラはいかに冬を乗り越えるのか？
○奥山 希1・七條宏樹2・樫村 敦1・篠原明男3・土屋公幸4・高橋俊浩1・森田哲夫1

(1宮崎大・農, 2宮崎大院・農工, 3宮崎大・フロンティア科学, 4応用生物（株）)

Pb-8 ＊ ヒメコミミトガリネズミ（Cryptotis parva）の低温耐性評価とUCP1
○小林淳宏1・城ヶ原貴通1・子安和弘2・Orin B. Mock3・織田銑一1

(1岡山理大・理・動物，2愛知学院大・歯・解剖，3KCOM)

Pb-9 ＊ スンクス（標準和名：ジャコウネズミ Suncus murinus)におけるアルコール嗜好性
○白井尚弘・城ヶ原貴通・織田銑一 (岡山理科大・理・動物)

Pb-10 ＊
スンクス におけるスクロース嗜好性とスクロース摂取による影響
  ～スクラーゼ活性の有無による差異～
○小田千寿江・城ヶ原貴通・織田銑一（岡山理科大・理・動物）

Pb-11 ＊ ロシアハタネズミの糖吸収とMCT１発現
○平井洸次・城ヶ原貴通・織田銑一（岡山理科大・理・動物）
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Pb-12 ＊ トリトンハムスターTscherskia tritonはいつ、どんな糞を食べるのか？
○七條宏樹1・近藤祐志2・森 俊介2・高橋俊浩3・森田哲夫3

(1宮崎大・院・農工, 2宮崎大・院・農, 3宮崎大・農)

Pb-13 ＊ トリトンハムスターTscherskia　tritonにおける食糞による微生物酵素利用の可能性
○近藤祐志1・七條宏樹2・高橋俊浩3・森田哲夫3

(1宮崎大・院・農, 2宮崎大・院・農工, 3宮崎大・農)

Pb-14 コモンテンレックの群れの個体に動きの同調性を生み出すコミュニケーション
○伊藤 亮（京都大学・野生動物研究センター）

Pb-15 ＊ DNAバーコードを用いたヴェトナム・Cat Tien国立公園に生息するネズミ科の餌資源調査
〇石澤祐介1･白子智康1･味岡ゆい1･上野 薫１・南 基泰１・Nguyen Huynh Thuat2・

　Do Tan Hoa2･Tran Van Thanh2(1中部大・大学院応用生物学研究科, 2Cat Tien National Park)

Pb-16 ＊ 愛知県弥勒山におけるApodemus属2種の林相別遺伝的構造の相違及び餌資源について
○白子智康・石澤祐介・上野 薫・南 基泰 (中部大・大学院応用生物学研究科)

Pb-17 ニホンジカによるササ類の減少がネズミ類とその捕食者であるフクロウに与える影響
○奥田 圭1・伊東正文2・藤津亜弥子3・關 義和1・小金澤正昭4

(1東京農工大・院・連農, 2宇都宮大・農, 3宇都宮大・院・農, 4宇都宮大・農・演習林)

Pb-18 岡山県における陸棲小型哺乳類相調査IV －主に高梁川流域について－
○森光亮太1・小林秀司2（1岡山理科大学・院・総情・生地, 2岡山理科大学・理・動物）

Pb-19 ヌートリア（Myocastor coypus）の臓器サイズと重量
加藤創紀1・○大島有理2・森光亮太2・清水慶子3・小林秀司3

(1岡理大・総情・生地, 2岡理大・院・総情, 3生地・岡理大・理・動物)

Pb-20 ＊ ヌートリアにおける四肢長骨の骨端閉鎖順序について
○守屋恵美1・川田伸一郎2（1埼玉県立川越女子高等学校, 2国立科学博物館）

Pb-21 ＊ 掘削適応の機能形態学的研究～半地下性オオアシトガリネズミ（Sorex unguiculatus）
と地表性ヒメトガリネズミ（S. gracillimus）における上腕骨の形態比較から～（予報）
○橋本真紀1・野島雄一郎2・押田龍夫1,2（1帯畜大野生動物, 2帯畜大野生動物管理）

Pb-22 エゾヤチネズミとムクゲネズミの頭骨形態の比較
  ～近縁種の同所的分布を可能にする形態的要因～
○佐藤和彦1・森部絢嗣1・渡邉竜太1・小萱康徳1・江尻貞一1・中田圭亮2

（1朝日大歯学部口腔解剖学分野, 2北海道立総合研究機構森林研究本部)

Pb-23 ＊ 東アジア産アカネズミ属(genus Apodemus)の頭骨形状の幾何学的形態解析
○新宅勇太1・呉 毅2・蒋 学龍3・李 玉春4・林 良恭5・原田正史6・本川雅治7

（1京大・院理・動物, 2中国・広州大・生命科学, 3中国・昆明動物研究所,

   4中国・山東大威海・海洋, 5台湾・東海大・生命科学, 6大阪市大・院医, 7京大・総博）
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Pb-24 鹿児島県島嶼における、小哺乳類の採集とアカネズミの形態分化
○高田靖司1・植松 康１・酒井英一2・立石 隆3

（1愛知学院大・歯学部, 2愛知学院大・短期大学部, 3藤沢市在住）

Pb-25 ＊ 森林の分断化がアカネズミ集団の遺伝的多様性に与えた影響
○川上 司・為西正也・山口泰典・佐藤 淳（福山大・生物工）

Pb-26 ＊ 伊豆諸島のアカネズミの系統地理と毛色多型の創出メカニズム
○友澤森彦・小野裕剛（慶応大・生物）

Pb-27 ＊ 予測不能な寒冷曝露がヒメネズミの日内休眠に及ぼす影響
○大久保慶信1・越本知大2・高橋俊浩3・森田哲夫3

（1宮崎大 院 農工1, 2宮崎大 FSRC生物資源, 3宮崎大 農）

Pb-28 ＊ ハツカネズミの日内休眠とタンパク質欠乏の関係
○加藤悟郎1・大久保慶信2・七條宏樹2・高橋俊浩3・森田哲夫3

（1宮崎大院・農, 2宮崎大院・農工, 3宮崎大・農）

Pb-29 ＊ 日長の短縮はイスラエルトゲマウスAcomys dimidiatusの休眠発現を促進する
○渡部大介1,2・酒井悠輔3・高橋俊浩3・越本知大4・森田哲夫3

（1宮崎大・院・農工, 2宮崎市フェニックス自然動物園, 3宮崎大・農, 4宮崎大・FSRC・生物資源)

Pb-30 ケナガネズミの食性と繁殖行動について
○久高奈津子1・久高将和1・千木良芳範2 (1やんばる自然研究会, 2沖縄県立博物館・美術館)

Pb-31 ＊ 愛知県産ヌートリアの繁殖特性および諸外国との比較
○曽根啓子1・子安和弘1・中垣晴男1・織田銑一2（1愛知学院大・歯, 2岡山理科大・理）

Pb-32 ＊ アカネズミにおける異性由来刺激に対する雌雄の非対称的生理応答
○酒井悠輔1・坂本信介2・岩元直治郎1・高橋俊浩1・森田哲夫1・篠原明男2・越本知大2

（1宮崎大・農, 2宮崎大・フロンティア）

Pb-33 ＊ 異なる繁殖期におけるエゾモモンガPteromys volans oriiの繁殖戦略について（予報）
○武市有加1・林明日香2・鈴木愛未2・加藤アミ2,3・松井理生4・井口和信4・岡平卓巳4・

　押田龍夫1,2（1帯畜大野生動物, 2帯畜大野生動物管理, 3現 財団法人キープ協会環境事業部・

　4東大北海道演習林）

Pb-34 ＊ アフリカヤマネ（Graphiurus murinus）の繁殖成績と日周活動
○濵田宏和1・城ヶ原貴通1・森部絢嗣2・織田銑一1

（1岡山理科大・理・動物, 2朝日大・歯・口腔解剖）

Pb-35 ＊ 北海道帯広市の市街地におけるエゾリス営巣地の環境要因
○吉松大基・柳川 久（帯畜大・野生動物管理）
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Pb-36 ＊ ニホンヤマネ Glirulus japonicus の好適な微小生息環境　～山形県と長野県の比較～
○中村夢奈1・小城伸晃1・玉手英利2 (1山形大学・院・理工, 2山形大学・理)

Pb-37 ＊ 山口県に生息するニホンヤマネの巣箱利用
○東加奈子1・田中 浩2・細井栄嗣1（1山口大・農,  2山口県立山口博物館）

Pb-38 ＊ タイリクモモンガのための巣箱の効果的な設置方法
○鈴木 圭1,2・柳川 久1,2 (1岩大院 連合農学, 2帯畜大 野生動物管理2)

Pb-39 ＊ こんなバットボックスをコウモリは使うのか？
○浅利裕伸・茂木哲一・石川博規・郷田智章（株式会社　長大）

Pb-40 高知県四万十市における洞窟性コウモリの人工洞利用状況
〇谷地森秀二 (四国自然史科学研究センター)

Pb-41 ＊ 埼玉県立自然の博物館におけるコウモリのねぐら利用について
○奥村みほ子・碓井 徹（埼玉県立自然の博物館）

Pb-42 ＊ 栃木県奥日光地域におけるコウモリ類の音声ライブラリーの作成と種判別方法の構築
○宮野晃寿1・西澤 瞳2・吉倉智子1・安井さち子3・上條隆志1

（1筑波大　生命環境, 2筑波大　人間総合, 3つくば市並木）

Pb-43 ＊ 北海道内モモジロコウモリのエコロケーションコール構造の把握
　～エコロケーションコールの地域変異は音声調査の障害と成り得るか？～
○山中 聡・赤坂卓美・中村太士（北大・農学院）

Pb-44 北海道三大河川域に生息するモモジロコウモリの分子系統地理的特徴
小林章弥1・福井 大2・小島瑛介3・○増田隆一4

（1北海道大・理学部, 2森林総合研究所, 3北海道大・文学研究科, 4北海道大・理学研究院）

Pb-45 秋吉台の無名穴から発見されたテングコウモリ化石について
○松村澄子1・石田麻里2・横山恵一3（1山口大学理工学研究科, 2秋吉台科学博物館, 3遠野市）

Pb-46 ＊ オリイオオコウモリによるイルカンダ（マメ科）の花の裂開
當山ちひろ1・〇小林 峻2・中本 敦2,3・傳田哲郎4・伊澤雅子4

（1沖縄県うるま市, 2琉球大・院・理工学研究科, 3岡山県環境保健センター, 4琉球大・理学部）

Pb-47 熊本県宇土半島のクリハラリスを題材にした授業－外来生物問題と解剖実習－
○坂田拓司（熊本市立千原台高等学校）

Pb-48 沖縄島北部におけるマングース防除事業で得られたケナガネズミの知見
○中田勝士1・福田 真1・阿部愼太郎2・阪口法明2

（1環境省やんばる野生生物保護センター, 2環境省那覇自然環境事務所）

Pb-49 奄美大島の森林における外来種マングースの影響の有無と動物群集の動態
 ～　自動カメラによる比較　～
○石田 健1・倉石 武2・服部正策2（1東大農生命, 2東大医科研）
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Pb-50 探索犬による沖縄島北部地域のマングースモニタリングおよび次世代探索犬の育成
○福原亮史1・山口貴子1・東江純之介1・村瀬英博2・宇久田弘美3・小倉 剛4

（1㈱南西環境研究所, 2村瀬ドッグトレーニングセンター, 3西原町,  4琉球大農学部）

Pb-51 ＊ 抗酸性コーティングPAPPのマングースにおける薬効試験
○小野清哉1・小倉 剛2・野見山修蔵3・Sugoto Roy4・長嶺 隆5・仲地 学5・田中暁子5・種村彰人2

（1琉球大院 農 亜熱帯動物, 2琉球大 農 亜熱帯動物, 3イノアコーポレーション,

　4Central Science Laboratory（UK), 5どうぶつたちの病院）

Pb-52 ＊ フイリマングースを効果的に誘引する物質の探索
○渡久地花英手1・小倉 剛2（1琉球大院・農学研究科, 2琉球大・農学部）

Pb-53 センサーカメラの効果的設置―奄美大島マングース防除事業での事例―
○佐々木茂樹1・山田文雄2・橋本琢磨3・阿部愼太郎4

（1横浜国大環境情報, 2森林総合研究, 3自然環境研究センター, 4環境省那覇自然環境事務所）

Pb-54 ＊ マングースの移動を防ぐ簡易柵の開発
○水川真希1・小倉 剛2（1琉球大院・農学研究科, 2琉球大・農学部）

Pb-55 沖縄島における新規のマングース北上防止柵の効果について
○河内紀浩1・南木大祐1・水川真希2・小倉 剛3・飯島康夫１

（1八千代エンジニヤリング(株), 2琉大院・農, 3琉大・農）

Pb-56 ＊ マイクロサテライトＤＮＡによるマングースの個体識別の多型検出法の簡易化
および腐敗組織からの多型検出法の確立
○小畑 圭1・福原亮史2・小倉剛3・玉那覇彰子3・岩崎公典4・屋 宏典4

（1琉球大院・農・亜熱帯動物学, 2南西環境研究所, 3琉球大・農・亜熱帯動物学,

　4琉球大・分子生命科学研）

Pb-57 四国産アライグマの体サイズの加齢成長
○金城芳典（四国自然史科学研究センター）

Pb-58 アリー効果の見られる分布周辺域における低密度管理（ニホンジカとアライグマを例に）
○浅田正彦（千葉県生物多様性センター）

Pb-59 携帯電話GPS端末を利用したアライグマの行動追跡の実用性について
○山﨑晃司1・佐伯 緑2（1茨城県自然博物館, 2中央農業総合研究センター）

Pb-60 群馬県におけるアライグマの生息状況と食性
○姉崎智子1・堀口浩司2（1群馬県立自然史博物館, 2群馬県環境森林部自然環境課）

Pb-61 長野県におけるアライグマProcyon lotorの分布拡大と生息状況
○福江佑子1・岡野美佐夫2・大池英樹3（1NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ,

  2野生動物保護管理事務所, 3長野県農政部農業技術課）
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Pb-62 ＊ 複数の密度指標を用いたアライグマによるタヌキへの影響
○岩下明生・安藤元一・小川 博（東農大　農　野生動物）

Pb-63 ＊ シカのタヌキへの影響は直接効果と間接効果のどちらが大きいか？―食性から読み解く―
○關 義和1・小金澤正昭2（1農工大・院・連合農学, 2宇大・農・演習林）

Pb-64 ＊ フェンスを用いたタヌキNyctereutes procyonoidesの登攀行動分析
○蔵本洋介1・古谷雅理2・金子弥生1（1東京農工大学, 2東京海洋大学）

Pb-65 ＊ タヌキによる多肉果実種子の散布：生育地移動と距離
○高槻成紀・坂本有香（麻布大学・獣医学部）

Pb-66 新規に開発した複合型マイクロサテライトマーカーを用いた日本産および
台湾産ハクビシンの集団構造解析
井上 友1・金子弥生2・山崎晃司3・姉崎智子4・谷地森秀二5・落合啓二6・L.-K. Lin7・

K. J.-C. Pei8・Y.-J. Chen9・S.-W. Chang10・○増田隆一1（1北海道大, 2東京農工大, 3茨城県自然博

物館, 4群馬県立自然史博物館, 5四国自然史研究センター, 6千葉県立中央博物館, 7Tunghai Univ.,
8National Pingtung Univ. of Sci. and Tech., 9National Museum of Natural Science,
10Endemic Species Research Institute）

Pb-67 農地周辺に生息するハクビシンのねぐらの環境特性
○永島百合1 ・ 青井俊樹2（1岩手大学大学院 ・ 農学研究科, 2岩手大学）

Pb-68 ＊ 群馬県赤谷地域におけるホンドテンの生息地選択～主要な餌植物の分布との関連性～
○星野莉紗1・藤田 卓2・足立高行3・金子弥生1

（1東京農工大学, 2公益財団法人 日本自然保護協会・3応用生態技術研究所）

Pb-69 ＊ 孤立した都市近郊林における中型食肉目の生息に影響を与える要因の検討
○曽我昌史・小池伸介（東京農工大学）

Pb-70 牧場における野生食肉目が与える影響とその対策の検討
○黒瀬奈緒子1・松本英典2・山田拓司2

（1北里大学獣医学部生物環境科学科生態管理学研究室, 2北里大学FSC八雲牧場）

Pb-71 ＊ 十勝地方の農地においてキツネに‘ベイト’を摂取させることが可能な
環境要因に関する研究（予報）
○石田彩佳1・高橋健一2・浦口宏二2・押田龍夫1（1帯畜大野生動物学, 2北海道衛研）

Pb-72 ＊ Extirpation History of Korean Foxes (Vulpes v. peculiosa)
○Kim, Dong-youn・Chun, Myung-sun・Lee, Hang（Conservation Genome Resource
   Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National University）

Pb-73 ＊ キツネの目でみるエキノコックス予防疫学
○池田貴子（北海道大学　大学院　獣医学研究科）
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Pb-74 ＊ 糞粒法の改善に向けたニホンノウサギの糞粒分解実験
○吉田奈緒1・小山里奈1・和田彩奈1・山中典和2

（1京都大学大学院情報学研究科, 2鳥取大学乾燥地研究センター）

Pb-75 アフリカ熱帯林における偶蹄類および食肉類の糞を用いたDNA分析
○井上英治1・Etienne Akomo Okoue2・井上-村山美穂3

（1京大院理, 2ガボン熱帯生態研究所, 3京大野生動物）

Pb-76 ＊
フンDNAを用いた種判定・性判定による、多摩川中流域における
  ニホンイタチ(Mustela itatsi)の生息状況
○大河原陽子1・関口 猛2・池田 綾3・藤井 猛4・金子弥生1

（1東京農工大学農学部, 2九州大学医学研究院, 3早稲田大学人間科学部, 4広島県自然環境課）

Pb-77 ニホンアナグマMeles anakumaの臭腺分泌物の化学成分
○金子弥生1・蔵本洋介1・小菅園子2・Christina D. Buesching 3

（1東京農工大学, 2株式会社 大同分析リサーチ, 3University of Oxford）

Pb-78 ＊ ネコ科動物の糞中に存在する揮発性成分の比較
○大橋真吾1・小藤田久義1・出口善隆1・西村貴志2・辻本恒徳3・小松 守4・齋藤憲弥5・松原和衛1

（1岩手大院連合農学, 2岩手大農, 3盛岡市動物公園, 4秋田市大森山動物園,

 　5よこはま動物園ズーラシア）

Pb-79 ＊ 飼育下におけるチーター(Acinonyx jubatus)の音声解析
○井門彩織1・谷口 敦2・唐沢瑞樹2・近藤奈津子2・清水泰輔2・野本寛二2・安藤元一1・

　佐々木剛1・小川 博1(1東農大・農学部, 2東京都多摩動物公園)

Pb-80 イリオモテヤマネコ定住オスの行動圏空間配置の動態－隣接オスの消失に対する反応
○中西 希1・阪口法明2・伊澤雅子1（1琉球大学理学部, 2環境省那覇自然環境事務所）

Pb-81 ＊ 奄美大島鳩浜地区における自動撮影カメラで撮影されたネコの山中における
出没傾向と行動域
○塩野﨑和美1・山田文雄2・佐々木茂樹3・森本幸裕1

（1京大院地球環境, 2森林総研, 3横浜国立大学）

Pb-82 ＊ イタチ属頭骨のサイズ変化に伴う形態進化
○鈴木 聡1・本川雅治2（1京大・院理・動物, 2京大・総合博物館）

Pb-83 ＊ 奄美産マングース (Herpestes auropunctatus) の下腿における機能解剖学的研究
○井上 共（岡山理科大院・総合情報）

Pb-84 一歯の進化要因としての体制と歯の関係―歯の形態形成原論―
○小澤幸重（歯と骨の訪問研究室）
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Cervus nippon
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NPO

Cervus Nippon
1995 2007 13

10 11 3 64 196
3

4 7kg 12 18.3%
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170kg 119kg
1 98.2%  

Suzuki et al.(1993)

2004 1 2011 7 290
194 1 3

10 24
3 0.0937

6500g 224
6850g

6000g 6500 7000g 2010
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Equus ferus przewalskii

Cervus elaphus

Equus ferus przewalskii

Cervus elaphus
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Campos-Arceiz et al. 2008
Tapirus indicus

IUCN (Wilson et al. 2005)

Fragoso et al. 2003

 
3

2

38.6h 40.6h 73.8h 84.8h 92.2h
56.6% 15.2 16.7%

41.1% 25.9~27.6%

 

Cervus nippon
Muntiacus reevesi Muntiacus muntjac

 
11.3 51.2

9.8 *
2.2-2.5

2.0 *
*  
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OR: high/low CS: sharp/round/blunt
Fortelius and Solounias 2000

 
n = 37 n = 30 2

2 raw data
CS sharp

70.3 56.7

2
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Nanger granti
5  9

5
4 DNA CO1 400bp D-loop 400bp

CO1 4 3.0% 0.8  4.7%
Lorenzen et al. (2007) 134 NJ 3

N. g. notata WTY104 166 N. g. notata N. g. 
granti WTY 284 N. g. granti

Lorenzen (2007) 

3
morphotype
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Yun-Sun Lee1, Mi-Sook Min1, Young-Jun Kim1, Inna Voloshina2, Alexander Myslenkov2, Jang Geun Oh3, 
Nickolay Markov4, Alexander Argunov5, Hang Lee1 and Kyung-Seok Kim1 

1 Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University, 2 Lazovsky State Nature Reserve, 3 Mt. Halla Research Division, Dept. of Halla Eco-Environmental 
Research, 4 Institute of Plant and Animal Ecology Urals Branch of Russian Academy of Sciences, 5 Institute for 
Biological Problems of Cryolithozone  

Roe deer is classified into two species, European roe deer (C. capreolus Linnaeus, 1758) and Siberian roe deer 
(C. pygargus Pallas, 1771). Siberian roe deer comprises at least three subspecies although taxonomic status at 
subspecies level still needs to be confirmed. To understand genetic structure of Siberian roe deer, the genetic 
relationship among roe deer collected from most of Northern Eurasia from Russian Ural to South Korea was 
characterized using microsatellite loci analysis. Structure analysis using microsatellite data represent three 
population structure, 1) Jeju island, 2) Korea mainland, middle and eastern Russia, and 3) Southwest and western 
Russia. Russia north and Altai displayed genetic background intermixed between the second and third 
population. Pairwise FST and Nei's DA distance suggested genetic isolation of roe deer in Jeju Island from the 
other seven regions. There is no significant differentiation among Korea mainland, Russia east and mid as well 
as between Russia west and southwest region. Microsatellite data revealed that roe deer from Jeju Island are 
isolated genetically from all other Siberian roe deer including Korean mainland mainly due to geographic 
isolation and historical population decrease. There is little genetic differentiation between Russia Far East and 
Korea mainland roe deer, reflecting historical introgression between Russia Far East and Korea mainland. 
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Cervus japonica

Chamaecyparis obtusa

Larix kaempferi Cryptomeria 
japonica Taxus 
cuspidata
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Sus scrofa riukiuanus

 
scrofa riukiuanus

19 90 20 194 21 321
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2010 2
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1134 2010 3
680 2010 5 454 1630 2010 12 614 2011 1
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Molecular Population Genetics of Spotted Seal (Phoca largha) Based on 
! ! ! ! ! !  Mitochondrial DNA Sequence 
 

Ha Young Park 1  Gila Jung1  Kyung Seok Kim2  Mu-Yeong Lee2  Hang Lee2  Han Soo Lee3  
Sang-Hoon Han4  Chang-Bae Kim 1 
(Department of Green Life Science, Sangmyung University, Seoul, Korea1  College of Veterinary Medicine, 
Seoul National University, Seoul, Korea2  Institute of Environment and Ecology, Deajeon, Korea3  Animal 
Resources Division, National Institute of Biological Resources, Incheon, Korea4  
 
The spotted seal Phoca largha, an endangered marine mammal species, is widely distributed in the north and 
west of the North Pacific Ocean. It is important to understand the population relationships among the neighbor 
countries due to its high dispersal abilities and recent human impact on its populations. Seven spotted seals from 
the coast of Korea were used in this study. The mitochondrial DNA including control region, tRNA-pro and 
tRNA-thr genes of P. largha was sequenced and three haplotypes were determined based on variations of the 
diagnostic polymorphic sites. Combined with the previous studies from Japan, China and Russia, overall 76 
haplotypes were identified from 134 East Asian seals. Based on the the haplotype data, we analyzed the genetic 
structures of the species. Haplotype and nucleotide diversities and effective population sizes of Korea and 
Chinese populations were lower than those of Japanese and Russian populations. It is not certain that low 
population size and diversity is caused from recent bottleneck or small sampling size. F-statistics and network 
analysis revealed that populations from Korea and China were differentiated from populations from Japan and 
Russia. The analysis on the migration rates or exchange of female individuals suggested that migration strongly 
happened between the populations of Korea and China, and also between Russia and China populations. Further 
analysis based on more samplings and sequence information from other genetic markers like species specific 
microsatellite loci and ecological data for breeding and migration will provide more reliable data for 
understanding of population structure and history of the spotted seal and conservation management planning. 
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Phylogeographic relationships of the lesser white-toothed shrew in East Asia 

Seo-Jin Lee1, Mu-Yeong Lee1, Liang-Kong Lin2, Y. Kirk Lin3, Mi-Sook Min1, and Hang Lee1 
(Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National 
University, Seoul, Korea1, Department of Life Science, Tunghai University, Taichung, Taiwan2, Department of 
Life Science, National Taiwan University, Taipei, Taiwan3)!
!
The lesser white-toothed shrew, Crocidura shantungensis, is widely distributed in East Asia. The sequences 
(1,140 bp) of mitochondrial cytochrome b gene were analyzed to investigate the phylogeographic relationships 
within the species. One hundred forty-three individuals of C. shantungensis were collected from South Korea, 
Russia, Mongolia, and Taiwan. We obtained 57 haplotypes, which could be divided into three clades. Clade I 
was composed of individuals from Russian Far East, Mongolia, South Korea, and several islands of South Korea, 
while clade II consisted of individuals from islands located at the southern part of South Korea. Clade III was 
comprised of individuals from Taiwan. The results of our phylogeographic analyses might have been the result 
of complicated evolutionary history of the less white-toothed shrews. More samples from other regions such as 
Japan and China are necessary to construct the phylogeographic relationship and population genetic structure in 
order to elucidate the evolutionary history of C. shantungensis. 
!
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A Newfound Hantavirus Harbored by Sorex caecutiens in Russia and Japan 

Seewis virus, a novel hantavirus, was recently identified in the Eurasian common shrew (Sorex araneus) across 
much of its geographic range. The existence of phylogenetically related Sorex species in Russia and Japan 
prompted us to search for Seewis virus-like hantaviruses. Tissues from the Laxmann’s shrew (Sorex caecutiens), 
trapped in Siberia and in Mukawa in Hokkaido, were examined for hantavirus RNA by RT-PCR. Genetically 
distinct hantavirus sequences, designated Amga virus, were found in 15 of 55 and in 1 of 4 Laxmann’s shrews 
captured in Russia and Japan, respectively. Sequence and phylogenetic analysis of the full-length S and M and 
partial L segments indicated that Amga virus was distinct from Seewis virus and other recently characterized 
soricomorph-borne hantaviruses. Amga virus represents the first shrew-borne hantavirus identified in Japan. 
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  Evolutionary Insights from Newfound Soricomorph-Borne Hantaviruses 

Emboldened by the isolation of a previously unrecognized hantavirus in Crocidura lasiura, an 
opportunistic search was conducted for novel hantaviruses in shrews (Order Soricomorpha, 
Family Soricidae) and moles (Family Talpidae). Archival frozen tissues from 1,140 shrews 
(44 species) and 113 moles (10 species), captured in Europe, Asia, Africa and North America 
between 1980 and 2009, were analyzed for hantavirus RNA by RT-PCR. Hantaviruses were 
detected in Anourosorex squamipes, Anourosorex yamashinai, Blarina brevicauda, Sorex 
araneus, Sorex caecutiens, Sorex cinereus, Sorex daphaenodon, Sorex monticolus, Sorex 
palustris, Sorex roboratus, Sorex trowbridgii, Sorex tundrensis, Sorex unguiculatus, Sorex 
vagrans, Crocidura obscurior, Crocidura shantungensis, Myosorex geata, Myosorex zinki, 
Neurotrichus gibbsii, Scalopus aquaticus, Scaptonyx fusicaudus, Talpa europaea and 
Urotrichus talpoides. Phylogenetic analyses showed that soricomorph-borne hantaviruses 
segregated into three distinct lineages. The discovery of genetically divergent hantaviruses in 
shrews and moles across four continents suggests that ancestral soricomorphs, rather than 
rodents, may have served as the original mammalian hosts of primordial hantaviruses.  

 
相良直彦

（元京都大学）

「きのこ‒モグラ学」“Myco-talpology”は，きのことモグラとの関わりについて研究し，さらにはきの
こを手がかりとしてモグラの研究をするものである．その基礎となる事実は，きのこナガエノスギタ
ケ Hebeloma radicosum（まれにアシナガヌメリ Hebeloma danicum）がモグラ類 Talpidae の巣の
そばの排泄所に特異的に成育すること，したがってそのきのこの下を掘れば巣が見つかることである．
巣の在り処を示すものは他にないので，菌学者にモグラ研究への機会が生じた．このポスターでは，
1976 年に初めて巣に遭遇して以来の研究で判った主な点を提示する．［方法］上記きのこの成育地計
88 カ所で計 123 回の発掘をおこない，巣と排泄所（菌糸増殖部）を採取し，坑道の計測その他の観察
をおこなった．掘った跡は丁寧に埋め戻した．まれに，巣は採取せず，そのまま置いたこともある．
巣の住者の同定は，坑道径と，巣や排泄所から検出された体毛の特徴とによっておこなった．3 カ所
では，巣と住者をともに取り去り，きのこの再発生を注視した̶その再発生は別のモグラ個体による
再営巣を意味した．［結果］1) モグラは「排泄所」をつくる．2) 巣は一定の構造をもち，出入り口は
一つである．3) ミズラモグラが低標高地（260 m）でも営巣している．4)モグラ亜科の 2種が近距離
（50 m 以内）で営巣していることがある．5) ミズラモグラ未離巣幼獣が初めて観察され，その飼育
にも成功した. 6) モグラ亜科において秋期に育仔がおこなわれることがある．7) 同じ営巣場所が長
年にわたり断続使用されることがある．8) 発掘や巣採取などの撹乱に耐えて同じ場所に固執し，再
営巣・長期（20 年以上）連続居住することがある．9) 同一営巣場所の長期使用の間には住者の交替が
起こり，その交替は異種モグラによる場合もある．10) モグラはきのこや樹木を食餌とはしないけれ
ども共に暮らしている̶「生息地浄化共生」の提唱．［考察］菌学者がモグラと近い位置に居ること
ができた．動物学から菌学に切り込むことはないだろうか．［謝辞］調査した 88 カ所のうち，自分で
見つけたのは 10 カ所のみ．寄せられたきのこ情報は貴重であった．
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Tscherskia triton
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Cat Tien

105 14

DNA

2011 3 8 16 346
530 DNA D-loop

CO Rattus rattus
Niviventer fulvescens 2 Maxomys sp.

DNA DNA CO
DNA rbcL  

R.rattus Sphagneticola 
trilobata 99 N.fulvescens Lindera aggregata 99

R. rattus Dundubia nagarasingna 96
Amblvpvgida sp. 82 Maxomys sp. Isoptera sp. 95

 

(Apodemus speciosus) (A.argenteus)

2008 2011
DNA D-loop DNA

ARLEQUIN(Laurent Excoffier,2010) AMOVA(P<0.001)
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Sorex unguiculatus
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Nakata et al.,2009 ,1979
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アカネズミにおける異性由来刺激に対する雌雄の非対称的生理応答 

○酒井悠輔 1・坂本信介 2・岩元直治郎 1・高橋俊浩 1・森田哲夫 1・篠原明男 2・越本知大 2 
（宮崎大・農 1・宮崎大・フロンティア 2）

アカネズミ Apodemus speciosusは生態学・遺伝学を始めとする多様な研究分野で利用されている。一
方で、飼育下での繁殖が困難なことが本種を材料とする研究の多面的展開を妨げている。それどころ
か本種の性成熟や発情の誘導因子についての知見は現在のところ極めて限られている。 
 多くの齧歯類では異性からの化学的刺激が発情の誘導や繁殖状態の維持に影響する。例えば、人工
繁殖が比較的容易な同属のヨーロッパモリネズミ A. sylvaticusでは、隣接飼育雄の入れ替えによって雌
の発情時間が延び、発情周期も安定することが知られている。一方、人工繁殖が困難な本種の場合、
異性からの刺激に対する雌雄の応答に繁殖に影響するような特徴があるだろうか。 
 本研究ではこれを検証するため、宮崎市のアカネズミ集団を用い飼育実験を行った。まず、繁殖期
に単独飼育が繁殖状態に及ぼす影響について室内と野外で検証した。雄では精巣降下の程度、雌では
膣開口部の形態を繁殖状態の指標として観察した結果、野外の方が繁殖状態を維持し易かった。そこ
で野外飼育下で、繁殖状態・体サイズ・齢が偏らぬように雌雄同居（P 群）・雌雄隣接（N群）・単独（S
群）の３群に個体を分配し、繁殖状態の変化を追跡した。その結果、雄では、P群、N群の精巣降下が
著しく、S群ではそれが目立たなかった。これに対して雌の繁殖状態には飼育条件の影響は観察できな
かった。つまり、雄は異性由来刺激に対し明瞭な応答を示すが、雌ではこのような応答は確認できな
かった。このような雌雄の非対称な生理的応答は、主要な繁殖誘導因子そのもの、あるいはその影響
の強さが雌雄で異なる可能性を示唆する。異なる繁殖戦略を持つ雌雄の共進化的プロセスの結果とし
て繁殖期を捉え直すことで、本種の繁殖メカニズムに一層アプローチできるかもしれない。 
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Extirpation History of Korean Foxes (Vulpes v. peculiosa) 
 
!Kim, Dong-youn1 Chun, Myung-sun1 Lee, Hang1 

Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife, College of Veterinary Medicine, Seoul National University1  
 
The red fox, Vulpes vulpes peculiosa (Kishida, 1924), once inhabited the Korean peninsula was a subspecies of 
the mainland red fox distinguished by both geographical distribution and morphological characteristics. However, 
no wild foxes remain in South Korea today and the cause of their disappearance is remained obscure. In order to 
deduce the cause of their extirpation, past newspaper articles were analyzed as a human sociologic method. Past 
newspaper articles are efficient approach to beginning by reason of absence of any research papers or related 
official reports. Expected time of extirpation has been near 1970’s. So primary collected data were published 
between 1950 and 1980 by searching the key word ‘fox (in Korean, “yeo-u”)’ in the digitalized version of the 
three main newspapers in Korea. And all of homographs were excluded from the analysis. During the 31 years 
examined, 69 articles about red foxes were found. The most common topic of the articles was “fox fur and their 
care”. The majority of news articles containing this content were found from 1969 over a span of 10 years. The 
last news article about a live wild fox in South Korea was in 1976, which covered a story about a three year old, 
male fox that was captured by a Korean soldier. Taking together these results, the expected period of extirpation 
of the Korean wild foxes could be between 1976 and 1980 and the inferred cause of extinction might be over 
hunting for the fox's fur. To verifying this extirpation history, other likely causes for population decline such as 
the ‘rat removal campaign’ and habitat fragmentation should be explored. And including   more kinds and 
longer time frame of newspapers and the other reports is planned. Also, we are planning comparative analysis of 
the other similarly sized mammals (raccoon dogs and badgers).
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Programme 
英文プログラム





Lecture & Symposia　　

217

Lecture of the Mammalogical Society Prize 2010
2010 PL-1 Dr. Noriyuki Ohtaishi 10 Sep. (Sat.): 13:00～13:40

2010 PL-2 Dr. Kimiyuki Tsuchiya 10 Sep. (Sat.): 13:40～14:20

Lecture for the Encouragement Prize of the Mammalogical Society of Japan

2011 PL-3
Dr. Naoki Ohnishi
 (Forestry and Forest Products Research Institute) 10 Sep. (Sat.): 14:20～14:40

2011 PL-4
Dr. Takeshi Honda
 (Yamanashi Prefecture Agricultural Research Center) 10 Sep. (Sat.): 14:40～15:00

2010 PL-5 Dr. Yamato Tsuji (Univ. of Kyoto) 11 Sep. (Sun.): 9:10～9:30

10 Sep. (Sat.): 15:30～18:30

S1-0 Toshitaka Iwamoto (Univ. of Miyazaki)

S1-1 Shinsuke Sakamoto (Univ. of Miyazaki)

S1-2 Naoko Higuchi (Earthworm)

S1-3 Masako Izawa (Univ. of the Ryukyus)

S1-4 Naofumi Nakagawa (Univ. of Kyoto)

Resting and Running
11 Sep. (Sun.): 10:00～12:00

S2-0 Tetsuo Morita (Univ. of Miyazaki)

S2-1 Noriaki Kondo (Univ. of Tamagawa)

S2-2 Naomi Wada (Univ. of Yamaguchi)

11 Sep. (Sun.): 13:00～15:00

S3-0 Takashi Saitoh (Hokkaido University)

S3-1 Hang Lee (Conservation Genome Resource Bank for Korean Wildlife)

S3-2 Motokazu Ando (Tokyo University of Agriculture)

S3-3 Po-Jen Chiang (Tunghai University)

Symposium by the International Exchange Committie:

Extinct mammalian species in East Asia: why did they become extinct?

Open Symposium 2:

Open Symposium 1:

Evolution of Mammal Societies
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8 September（Thurs.）18:45～20:30

Room E「大淀：Oyodo」 F-１

Room F「尾鈴：Osuzu」 F-２

Room R「中会議室：
Chukaigishitsu」

F-３
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9 September（Fri.）9:00～10:45

Room A「日向: Himuka」 F-４

Room B「紅：Kurenai」 F-５

Room C「初雁：
Hatsukari」

F-６

Room D「大虹：Oniji」 F-７
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9 September（Fri.）13:00～14:45

Room F「尾鈴：Osuzu」 F-８

9 September（Fri.）15:15～17:00

Room A「日向: Himuka」 F-９

Room F「尾鈴：Osuzu」 F-10



8 Sep. (Thu.) - 11 Sep. (Sun.) 　　
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9 September（Fri.）18:45～20:30

Room E「大淀：Oyodo」 F-11

Room F「尾鈴：Osuzu」 F-12

Room Q「大会議室：
Daikaigishitsu」

F-13
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Room R「中会議室：
Chukaigishitsu」

F-14

11 September（Sun.）10:15～12:00

Room Q「大会議室：
Daikaigishitsu」

F-15
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Room R「中会議室：
Chukaigishitsu」

F-16

11 September（Sun.）13:00～14:45
Room Q「大会議室：
Daikaigishitsu」

F-17

Room R「中会議室：
Chukaigishitsu」

F-18
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Room A　Miyazaki Kanko Hotel「日向: Himuka」　 Section 1   11:00 ～ 12:00　

Room A　Miyazaki Kanko Hotel「日向: Himuka」　  Section 2  13:00 ～ 15:00　

Room B　Miyazaki Kanko Hotel「紅：Kurenai」　Section 1 　11:00 ～ 12:00



9 Sep. (Fri.)  11:00 〜 17:00　　
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Room B　Miyazaki Kanko Hotel「紅：Kurenai」　 Section 2 　 13:00 ～ 15:00

Room B　Miyazaki Kanko Hotel「紅：Kurenai」　Section 3   15:15 ～ 17:00



Oral session
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Room C　Miyazaki Kanko Hotel「初雁：Hatsukari」　Section 1   11:00 ～ 12:00

Room C　Miyazaki Kanko Hotel「初雁：Hatsukari」　Section 2 　  13:00 ～ 15:00



9 Sep. (Fri.)  11:00 〜 17:00　　
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Room C　Miyazaki Kanko Hotel「初雁：Hatsukari」　Section 3   15:15 ～ 17:00

Room D　Miyazaki Kanko Hotel「大虹：Oniji」　Section 1   11:00 ～ 12:00

Room D　Miyazaki Kanko Hotel「大虹：Oniji」　Section 2   13:00 ～ 15:00



Oral session
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Room D　Miyazaki Kanko Hotel「大虹：Oniji」　Section 3   15:15 ～ 17:00
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氏　　名 所　　属 発　表 懇親会
相本　実希 山口大学農学研究科
青井　俊樹 岩手大学農学部 ○
明石　信廣 北海道立総合研究機構林業試験場 B2-8 ○
浅田　正彦 千葉県生物多様性センター Pb-58, F-2 ○
淺野　玄 岐阜大学応用生物科学部 ○
浅原　正和 京都大学大学院理学研究科 D2-5 ○
浅利　裕伸 株式会社　長大 Pb-39, F-3 ○
葦田　恵美子 NPO法人 四国自然史科学研究センター Pa-7
姉崎　智子 群馬県立自然史博物館 Pb-60
阿部　瑛理香 東京海洋大学大学院 C3-4
阿部　豪 兵庫県立大学／兵庫県森林動物研究センター B1-3, F-9 ○
阿部　愼太郎 環境省那覇自然環境事務所 ○
阿部　悠 琉球大学理学部海洋自然科学科生物系伊澤研究室 ○
新井　あいか 鹿児島国際大学大学院 D1-3 ○
新井　智 国立感染症研究所感染症情報センター Pb-4
荒木　良太 財団法人自然環境研究センター F-2 ○
An Junghwa National Ecological Institute, Ministry of Environment, Korea D3-6 ○
安藤　正規 岐阜大学応用生物科学部 ○
安藤　元一 東京農業大学 S3 ○
Lee Seojin College of Veterinary Medicine, Seoul National University Pb-2 ○
Lee Hang College of Veterinary Medicine, Seoul National University S3 ○
Lee Mu-Yeong College of Veterinary Medicine, Seoul National University D3-7 ○
Lee Yun Sun College of Veterinary Medicine, Seoul National University Pa-36 ○
飯島　勇人 山梨県森林総合研究所 F-17 ○
飯田　弘 九州大学農学研究院動物学分野 ○
池田　貴子 北海道大学大学院 Pb-73 ○
池田　敬 東京農工大学大学院 Pa-40 ○
池田　透 北海道大学大学院文学研究科 B1-1 ○
伊吾田　宏正 酪農学園大学 Pa-44 ○
伊澤　雅子 琉球大学理学部 S1 ○
石井　信夫 東京女子大学 ○
石澤　祐介 中部大学大学院 Pb-15
石田　彩佳 帯広畜産大学野生動物学研究室 Pb-71 ○
石田　健 東京大学大学院 Pb-49
石田　寛明 富山大学大学院 ○
石田　麻里 美祢市立秋吉台科学博物館 ○
泉　大智 熊本大学大学院自然科学研究科 ○
市川　哲生 株式会社環境アセスメントセンター北信越支社 Pa-54, Pa-55
井出　貴彦 NPO法人日本ウミガメ協議会 ○
伊藤　亮 京都大学野生動物研究センター Pb-14 ○
稲富　佳洋 道総研環境科学研究センター B3-1 ○
犬塚　則久 東京大学大学院 C1-2
井上　英治 京都大学大学院理学研究科 Pb-75 ○
井上　剛 野外科学 ○
井上　共 岡山理科大学 Pb-83 ○
井原　庸 財団法人 広島県環境保健協会 Pa-23 ○
井門　彩織 東京農業大学　野生動物学研究室 Pb-79 ○
岩崎　俊秀 独立行政法人水産総合研究センター遠洋水産研究所 Pa-74
岩下　明生 東京農業大学農学研究科畜産学専攻野生動物学研究室 Pb-62 ○
岩渕　真奈美 キープやまねミュージアム／宮崎大学大学院 ○
岩本　俊孝 宮崎大学教育文化学部生物学教室 S1 ○
上田　弘則 近畿中国四国農業研究センター Pa-51 ○
上野　真由美 北海道立総合研究機構　環境科学研究センター F-17 ○
宇野　壮春 合同会社宮城・野生動物保護管理センター ○
鵜野　レイナ 慶應義塾大学先端生命科学研究所 F-8
浦口　宏二 北海道立衛生研究所 C3-7 ○
江成　広斗 宇都宮大学農学部附属里山科学センター F-9 ○
海老名　健 麻布大学
海老原　寛 麻布大学大学院 Pa-8, F-4
遠藤　晃 南九州大学・人間発達学部 Pa-48, F-7 ○
遠藤　秀紀 東京大学総合研究博物館 ○
大河原　陽子 琉球大学 Pb-76
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大久保　慶信 宮崎大学大学院農工研究科 Pb-27,  F-16 ○
大島　有理 岡山理科大学 Pb-19 ○
大泰司　紀之 北海道大学総合博物館 受賞講演 ○
大舘　智志 北海道大学低温科学研究所  F-14
大谷　洋介 京都大学　霊長類研究所 Pa-11 ○
大津　綾乃 麻布大学大学院 Pa-27
大西　尚樹 森林総合研究所東北支所 受賞講演 ○
大野　愛子 熊本県立大学大学院 A2-8 ○
大場　孝裕 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター Pa-18 ○
大橋　真吾 岩手大学大学院連合農学研究科 Pb-78
岡田　充弘 長野県林業総合センター Pa-43 ○
奥田　圭 東京農工大学大学院 Pb-17 ○
奥村　忠誠 野生動物保護管理事務所 Pa-15 ○
奥村　栄朗 独立行政法人 森林総合研究所 四国支所 ○
奥村　みほ子 埼玉県立自然の博物館 Pb-41 ○
奥山　希 宮崎大学農学部 Pb-7 ○
小倉　剛 琉球大学
小鹿　登美 西三河野生生物研究会
押田　龍夫 帯広畜産大学 F-6 ○
織田　銑一 岡山理科大学 F-10 ○
小田　千寿江 岡山理科大学理学部動物学科 動物育種・保全学研究室 Pb-10 ○
小野　清哉 琉球大学大学院農学研究科亜熱帯動物学講座 Pb-51 ○
小畑　圭 琉球大学大学院 Pb-56 ○
覚張　隆史 東京大学大学院 B2-2 ○
加古　菜甫子 麻布大学
重昆　達也 埼玉県入間市 ○
梶　光一 東京農工大学大学院農学研究院 F-17 ○
樫村　敦 宮崎大学　農学部 ○
加藤　悟郎 宮崎大学大学院 Pb-28 ○
加藤　真友美 三重大学生物資源学部
金治　佑 （独）水産総合研究センター　遠洋水産研究所 Pa-75 ○
金子　賢太郎 株式会社緑生研究所 Pa-16 ○
金子　弥生 東京農工大学 Pb-77, F-1, F-6 ○
金子　之史 香川県坂出市在住 A2-2 ○
金城　芳典 NPO法人四国自然史科学研究センター Pb-57 ○
亀井　利活 岐阜大学応用生物科学部 Pa-38 ○
河合　久仁子 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター D2-1 ○
河内　紀浩 八千代エンジニヤリング株式会社 Pb-55 ○
川上　司 福山大学 生命工学部 生物工学科 Pb-25 ○
川添　達朗 京都大学大学院理学研究科 Pa-10
川田　伸一郎 国立科学博物館動物研究部 A1-3 ○
河村　功一 三重大学 F-15 ○
木内　政寛 東京農業大学大学院 Pa-76 ○
菊地　文一 東京都多摩動物公園 A1-4 ○
岸本　康誉 兵庫県立大学 B2-6 ○
岸元　良輔 長野県環境保全研究所 Pa-58 ○
木戸　きらら 信州大学大学院農学研究科 Pa-67
Kim Sang In College of Veterinary Medicine, Seoul National University D3-4 ○
Kim Dong Youn College of Veterinary Medicine, Seoul National University Pb-72 ○
金　炫稹 東京農業大学 D1-2
木村　順平 College of Veterinary Medicine, Seoul National University S3 ○
清田　雅史 水産総合研究センター遠洋水産研究所 C2-8, F-4 ○
久高　奈津子 やんばる自然研究会 Pb-30
蔵本　洋介 東京農工大学農学部 Pb-64 ○
栗田　博之 大分市教育委員会 C2-4, F-7 ○
栗原　智昭 MUZINA Press B3-4
栗原　望 国立科学博物館動物研究部 Pa-33, F-10 ○
黒瀬　奈緒子 北里大学獣医学部生物環境科学科生態管理学研究室 Pb-70
小泉　透 森林総合研究所 ○
小泉　政啓 東京有明医療大学 F-11
小泉　有希 京都大学大学院理学研究科動物学教室
郷　もえ 京都大学霊長類研究所 Pa-13 ○
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幸田　良介 京都大学生態学研究センター Pa-28 ○
小金澤　正昭 宇都宮大学農学部附属演習林 Pa-60 ○
小澤　幸重 歯と骨の訪問研究室 Pb-84, C1-3
小島　悠 岡山理科大学大学院 Pa-83 ○
越本　知大 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター F-16 ○
小菅　園子 株式会社　大同分析リサーチ
小寺　祐二 宇都宮大学農学部 F-9
後藤　慈 山口大学大学院連合獣医学研究科 C1-1 ○
後藤　優介 立山カルデラ砂防博物館 Pa-68 ○
小林　淳宏 岡山理科大学理学部動物学科 動物育種・保全学研究室 Pb-8 ○
小林　秀司 岡山理科大学動物学科 F-15 ○
小林　峻 琉球大学大学院理工学研究科 Pb-46
小林　万里 東京農業大学 C3-2 ○
子安　和弘 愛知学院大学歯学部解剖学講座 ○
小薮　大輔 京都大学総合博物館 D2-8, S3 ○
近藤　茂則 大阪コミュニケーションアート専門学校 ○
近藤　宣昭 玉川大学学術研究所 S2 ○
近藤　麻実 北海道立総合研究機構 Pa-62, F-8 ○
近藤　祐志 宮崎大学大学院 Pb-13 ○
斉田　栄里奈 兵庫県森林動物研究センター Pa-20 ○
齊藤　隆 北海道大学フィールド科学センター S3,  F-16 ○
齋藤　千明 独立行政法人海洋研究開発機構 C3-5
斎藤　昌幸 横浜国立大学大学院環境情報研究院 Pa-85 ○
佐伯　真美 野生動物保護管理事務所 Pa-2 ○
酒井　悠輔 宮崎大学農学部 Pb-32 ○
坂田　拓司 熊本市立千原台高等学校 Pb-47 ○
坂田　宏志 兵庫県立大学 F-13
坂牧　はるか 岩手大学大学院 連合農学研究科 ○
坂本　信介 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター S1, F-16 ○
相良　直彦 元京都大学 Pb-6 ○
酒向　貴子 宮内庁 ○
佐々木　茂樹 横浜国立大学大学院 Pb-53 ○
佐鹿　万里子 北海道大学大学院　獣医学研究科　野生動物学教室 ○
佐藤　和彦 朝日大学歯学部口腔解剖学分野 Pb-22 ○
佐藤　淳 福山大学 生命工学部 生物工学科 D3-5 ○
佐藤　喜和 日本大学生物資源科学部 B3-3, F-8 ○
澤田　誠吾 島根県中山間地域研究センター Pa-57 ○
塩野崎　和美 京都大学大学院　地球環境学舎 Pb-81 ○
鹿野　たか嶺 社団法人　北海道開発技術センター Pa-47 ○
七條　宏樹 宮崎大学大学院 Pb-12 ○
篠原　明男 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター ○
渋谷　未央 東京農業大学大学院生物産業学研究科 Pa-72 ○
島田　卓哉 森林総合研究所東北支所 F-16 ○
嶌本　樹 日本大学生物資源科学部 F-3 ○
嶋本　祐子 麻布大学大学院
清水　晶平 長岡技術科学大学 ○
姜　兆文 野生動物保護管理事務所 Pa-39 ○
城ヶ原　貴通 岡山理科大学理学部動物学科 F-14, F-15 ○
城ヶ原　ゆう 岡山理科大学大学院 F-15 ○
城後　由里 広島大学大学院生物圏科学研究科 Pa-52 ○
白井　啓 野生動物保護管理事務所 C2-1
白井　尚弘 岡山理科大学理学部動物学科動物育種・保全学研究室 Pb-9 ○
白子　智康 中部大学大学院 Pb-16
白銀　友美子 東京農業大学大学院 ○
新宅　勇太 京都大学大学院理学研究科動物学教室動物系統学研究室 Pb-23 ○
杉浦　秀樹 京都大学　野生動物研究センター Pa-12
杉浦　義文 麻布大学 Pa-30
杉浦　里奈 名城大学大学院農学研究科 B3-6 ○
鈴木　克哉 兵庫県立大／兵庫県森林動物研究センター Pa-3 ○
鈴木　圭 岩手大学大学院 Pb-38 ○
鈴木　聡 京都大学大学院理学研究科動物学教室 Pb-82, D2-4 ○
鈴木　哲 関西大学 ○
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幸田　良介 京都大学生態学研究センター Pa-28 ○
小金澤　正昭 宇都宮大学農学部附属演習林 Pa-60 ○
小澤　幸重 歯と骨の訪問研究室 Pb-84, C1-3
小島　悠 岡山理科大学大学院 Pa-83 ○
越本　知大 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター F-16 ○
小菅　園子 株式会社　大同分析リサーチ
小寺　祐二 宇都宮大学農学部 F-9
後藤　慈 山口大学大学院連合獣医学研究科 C1-1 ○
後藤　優介 立山カルデラ砂防博物館 Pa-68 ○
小林　淳宏 岡山理科大学理学部動物学科 動物育種・保全学研究室 Pb-8 ○
小林　秀司 岡山理科大学動物学科 F-15 ○
小林　峻 琉球大学大学院理工学研究科 Pb-46
小林　万里 東京農業大学 C3-2 ○
子安　和弘 愛知学院大学歯学部解剖学講座 ○
小薮　大輔 京都大学総合博物館 D2-8, S3 ○
近藤　茂則 大阪コミュニケーションアート専門学校 ○
近藤　宣昭 玉川大学学術研究所 S2 ○
近藤　麻実 北海道立総合研究機構 Pa-62, F-8 ○
近藤　祐志 宮崎大学大学院 Pb-13 ○
斉田　栄里奈 兵庫県森林動物研究センター Pa-20 ○
齊藤　隆 北海道大学フィールド科学センター S3,  F-16 ○
齋藤　千明 独立行政法人海洋研究開発機構 C3-5
斎藤　昌幸 横浜国立大学大学院環境情報研究院 Pa-85 ○
佐伯　真美 野生動物保護管理事務所 Pa-2 ○
酒井　悠輔 宮崎大学農学部 Pb-32 ○
坂田　拓司 熊本市立千原台高等学校 Pb-47 ○
坂田　宏志 兵庫県立大学 F-13
坂牧　はるか 岩手大学大学院 連合農学研究科 ○
坂本　信介 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター S1, F-16 ○
相良　直彦 元京都大学 Pb-6 ○
酒向　貴子 宮内庁 ○
佐々木　茂樹 横浜国立大学大学院 Pb-53 ○
佐鹿　万里子 北海道大学大学院　獣医学研究科　野生動物学教室 ○
佐藤　和彦 朝日大学歯学部口腔解剖学分野 Pb-22 ○
佐藤　淳 福山大学 生命工学部 生物工学科 D3-5 ○
佐藤　喜和 日本大学生物資源科学部 B3-3, F-8 ○
澤田　誠吾 島根県中山間地域研究センター Pa-57 ○
塩野崎　和美 京都大学大学院　地球環境学舎 Pb-81 ○
鹿野　たか嶺 社団法人　北海道開発技術センター Pa-47 ○
七條　宏樹 宮崎大学大学院 Pb-12 ○
篠原　明男 宮崎大学フロンティア科学実験総合センター ○
渋谷　未央 東京農業大学大学院生物産業学研究科 Pa-72 ○
島田　卓哉 森林総合研究所東北支所 F-16 ○
嶌本　樹 日本大学生物資源科学部 F-3 ○
嶋本　祐子 麻布大学大学院
清水　晶平 長岡技術科学大学 ○
姜　兆文 野生動物保護管理事務所 Pa-39 ○
城ヶ原　貴通 岡山理科大学理学部動物学科 F-14, F-15 ○
城ヶ原　ゆう 岡山理科大学大学院 F-15 ○
城後　由里 広島大学大学院生物圏科学研究科 Pa-52 ○
白井　啓 野生動物保護管理事務所 C2-1
白井　尚弘 岡山理科大学理学部動物学科動物育種・保全学研究室 Pb-9 ○
白子　智康 中部大学大学院 Pb-16
白銀　友美子 東京農業大学大学院 ○
新宅　勇太 京都大学大学院理学研究科動物学教室動物系統学研究室 Pb-23 ○
杉浦　秀樹 京都大学　野生動物研究センター Pa-12
杉浦　義文 麻布大学 Pa-30
杉浦　里奈 名城大学大学院農学研究科 B3-6 ○
鈴木　克哉 兵庫県立大／兵庫県森林動物研究センター Pa-3 ○
鈴木　圭 岩手大学大学院 Pb-38 ○
鈴木　聡 京都大学大学院理学研究科動物学教室 Pb-82, D2-4 ○
鈴木　哲 関西大学 ○

氏　　名 所　　属 発　表 懇親会
鈴木　仁 北海道大学院環境科学研究院 A2-4,  F-16 ○
清野　紘典 野生動物保護管理事務所 関西分室 Pa-5
関　香菜子 京都大学大学院 ○
關　義和 東京農工大学大学院 Pb-63 ○
関谷　伸一 新潟県立看護大学 F-11 ○
瀬戸　隆之 東京農工大学野生動物保護学研究室 Pa-26 ○
曽我　昌史 東京農工大学農学腑 Pb-69 ○
曽根　啓子 愛知学院大学歯学部 Pb-31, F-15 ○
Sohn Joonhyuk College of Veterinary Medicine, Seoul National University D3-2 ○
高田　まゆら 帯広畜産大学 ○
高田　靖司 愛知学院大学 Pb-24 ○
高槻　成紀 麻布大学獣医学部 Pb-65, F-12 ○
高橋　菜里 北海道大学環境科学院生態系変動解析分野 Pa-73 ○
高橋　広和 岩手大学 Pa-69 ○
高橋　裕史 森林総研関西 B2-5 ○
高柳　敦 京都大学大学院農学研究科 pa-42 ○
瀧井　暁子 信州大学大学院総合工学系研究科 Pa-19 ○
瀧口　晴嵩 麻布大学 Pa-35
武市　有加 帯広畜産大学野生動物学研究室 Pb-33 ○
竹下　和貴 東京農工大学大学院
竹下　毅 小諸市役所農林課森林整備係 F-1
田島　木綿子 国立科学博物館 F-11 ○
田尻　研介 信州大学大学院農学研究科 Pa-41 ○
多田　智記 東京農業大学大学院生物産業学研究科生物生産学専攻 D1-1
立木　靖之 特定非営利活動法人EnVision環境保全事務所 B3-2
立澤　史郎 北海道大学 B2-3, F-2 ○
立石　隆 無職 ○
立脇　隆文 兵庫県森林動物研究センター ○
田戸　裕之 山口県農林総合技術センター Pa-56
田中　豊人 東京都健康安全研究センター ○
檀上　理沙 信州大学大学院農学研究科 Pa-37 ○
Chiang Po-Jen 東海大学生命科学系野生動物生態学研究室 S3 ○
竹菴　明日香 横浜市立野毛山動物園 ○
塚田　英晴 農研機構　畜産草地研究所 B2-1 ○
辻　知香 岐阜大学大学院連合獣医学研究科 ○
辻　大和 京都大学霊長類研究所 D2-2, F-12, 受賞講演 ○
土屋　公幸 株式会社　応用生物 受賞講演 ○
坪田　敏男 北海道大学大学院獣医学研究科 ○
坪山　佳織 総合研究大学院大学 Pa-14 ○
釣賀　一二三 北海道立総合研究機構 Pa-61 ○
出口　智久 宮崎市フェニックス自然動物園 ○
寺田　千里 北大・環境科学院 Pa-32 ○
土居　理雅 三重大学 C2-3
常田　邦彦 （財）自然環境研究センター ○
渡久地　花英手 琉球大学院　農学研究科 Pb-52 ○
土光　智子 横浜国立大学大学院　環境情報研究院　小池研究室 Pa-86 ○
戸田　美樹 麻布大学
友澤　森彦 慶應義塾大学自然科学研究教育センター Pb-26,  F-16 ○
長尾　由美 無所属
中川　恒祐 (株)野生動物保護管理事務所　関西分室 Pa-63 ○
中川　尚史 京都大学大学院理学研究科 S1, F-12 ○
中川　雅允 （株）緑生研究所 ○
永里　歩美 鹿児島国際大学大学院 D1-4 ○
中下　留美子 森林総合研究所 Pa-64 ○
中島　絵里 財団法人自然環境研究センター ○
永島　百合 岩手大学　大学院　農学研究科 Pb-67
中田　勝士 環境省やんばる野生生物保護センター Pb-48 ○
中田　圭亮 北海道立総合研究機構森林研究本部 ○
中西　希 琉球大学理工学研究科 Pb-80, F-1 ○
中村　圭太 琉球大学理学部
中村　幸子 兵庫県立大学/兵庫県森林動物研究センター B3-7 ○
中村　夢奈 山形大学大学院 Pb-36
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中本　敦 岡山県環境保健センター C3-6 ○
那須　哲夫 宮崎大学 ○
西　信介 鳥取県生活環境部公園自然課 Pa-65 ○
布目　三夫 名古屋大学大学院生命農学研究科動物遺伝制御学研究分野 ○
野口　裕美子 山口大学農学部 Pa-25
野呂　美紗子 社団法人北海道開発技術センター Pa-46 ○
Park Ha Young Department of Green Life Science, Sangmyung University Pa-82
橋本　真紀 帯畜大野生動物 Pb-21 ○
長谷川　善和 群馬県立自然史博物館 ○
畑瀬　淳 広島市 ○
服部　薫 独立行政法人水産総合研究センター北海道区水産研究所 Pa-79 ○
羽根田　貴行 東京農業大学 C3-1 ○
馬場　稔 北九州市立自然史・歴史博物館 F-3 ○
濱崎　伸一郎 株式会社野生動物保護管理事務所 F-2 ○
浜田　宏和 岡山理科大学理学部動物学科動物保全育種学研究室 Pb-34 ○
早川　美波 信州大学理学部生物科学科
林　聡彦 株式会社ネイテック ○
原田　正史 大阪市立大学大学院医学研究科 ○
Vanden Elzen John Lotek Wireless ○
東　加奈子 山口大学大学院 Pb-37 ○
東出　大志 新潟大学大学院自然科学研究科 F-8
樋口　尚子 NPO法人あーすわーむ S1, F-12
平井　洸次 岡山理科大学理学部動物学科動物保全育種学研究室 Pb-11 ○
平川　浩文 森林総合研究所　北海道支所 B1-2 ○
平田　滋樹 長崎県農林部 F-9 ○
福井　大 National Institute of Biological Resources, Korea F-10 ○
福江　佑子 NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ Pb-61, F-1 ○
福岡　恵子 京都大学大学院理学研究科 D2-3 ○
福原　亮史 株式会社南西環境研究所 Pb-50 ○
藤井　猛 広島県自然環境課 ○
藤井　直紀 富士常葉大学附属環境防災研究所 ○
藤田　志歩 鹿児島大学 C2-5, F-12 ○
藤村　正樹 有限会社アウトバック ○
藤原　慎一 東京大学総合研究博物館 D3-1 ○
布施　綾子 京都大学大学院地球環境学舎 Pa-53 ○
船越　公威 鹿児島国際大学国際文化学部生物学研究室 A1-1 ○
古内　薫 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 D2-6
古橋　芳輝 個人 C1-4
法眼　利幸 和歌山県農林水産総合技術センター果樹試験場 Pa-1 ○
星野　莉紗 東京農工大学農学府　野生動物保護学研究室 Pb-68 ○
細島　美里 東京大学総合研究博物館 D2-7 ○
細田　徹治 和歌山県立耐久高校 ○
保尊　脩 国立科学博物館 Pa-77 ○
堀野　眞一 森林総合研究所東北支所 Pa-84 ○
本多　響子 野生動物保護管理事務所 ○
本田　剛 山梨県総合農業技術センター 受賞講演 ○
本間　由香里 酪農学園大学大学院
真柄　真実 国立科学博物館 Pa-34, F-11
増田　隆一 北海道大学大学院理学研究院 Pb-44, Pb-66, F-1 ○
松浦　友紀子 独立行政法人森林総合研究所北海道支所 Pa-24 ○
松浦　宜弘 京都大学大学院理学研究科 A2-3 ○
松田　一希 京都大学霊長類研究所／日本学術振興会特別研究員 C2-6 ○
松原　和衛 岩手大学大学院連合農学研究科
松村　澄子 山口大学理工学研究科 Pb-45 ○
間野　勉 北海道立総合研究機構環境科学研究センター Pa-59, F-8 ○
三浦　慎悟 早稲田大学人間科学部 F-15 ○
三浦　貴弘 財団法人自然環境研究センター F-15
三賀森　敬亮 北海道大学大学院環境科学院 Pb-1
水川　真希 琉球大学 Pb-54 ○
南　正人 麻布大学 Pa-22 ○
南　基泰 中部大学大学院
南野　一博 北海道立総合研究機構林業試験場道南支場 Pa-45



　　大会参加者名簿（事前登録者・発表者）　　

245
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宮川　尚子 東京海洋大学大学院 C3-3
宮田　桂子 恩賜上野動物園 ○
宮野　晃寿 筑波大学大学院 Pb-42
宮部　真吾 富山大学大学院 ○
室山　泰之 兵庫県立大学 ○
望月　翔太 新潟大学 大学院 自然科学研究科 Pa-9 ○
本川　雅治 京都大学総合博物館 A1-2, F-6 ○
森　一生 徳島県西部総合県民局 Pa-17
森　健人 東京大学総合研究博物館 Pa-81 ○
森田　哲夫 宮崎大学農学部畜産草地科学科 S2 ○
森部　絢嗣 朝日大学歯学部口腔解剖学分野  F-14 ○
森光　由樹 兵庫県立大学・森林動物研究センター B1-4 ○
森光　亮太 岡山理科大学 Pb-18 ○
守屋　恵美 埼玉県立川越女子高等学校 Pb-20 ○
森脇　和郎 理化学研究所バイオリソースセンター ○
諸星　勇佑 富山大学大学院 Pb-3 ○
八木　愛 麻布大学大学院
安江　悠真 岩手大学農学部 Pa-70 ○
安田　暁 富山大学大学院理工学教育部地球生命環境科学専攻 Pa-49 ○
安田　昌明 （有）麻里府商事 ○
安田　雅俊 森林総合研究所九州支所 A2-7, F-18 ○
谷地森　秀二 四国自然史科学研究センター Pb-40 ○
柳川　洋二郎 北海道大学獣医学研究科 ○
矢部　辰男 熱帯野鼠対策委員会 A2-5 ○
矢部　恒晶 森林総合研究所九州支所 B2-4, F-5 ○
山内　貴義 岩手県環境保健研究センター B3-5, F-2 ○
山縣　高宏 名古屋大学大学院生命農学研究科 F-14
山岸　学 新潟大学 理学部　酒泉研究室 A2-1 ○
山崎　晃司 茨城県自然博物館 Pb-59 ○
山筋　由里佳 山口大学農学部生物資源環境科学科
山田　彩 近畿中国四国農業研究センター Pa-4 ○
山田　英佑 鹿児島大学大学院 Pa-31
山田　孝樹 NPO法人　四国自然史科学研究センター Pa-66 ○
山田　格 国立科学博物館 F-11 ○
山田　文雄 森林総合研究所 A2-6 ○
山田　雄作 株式会社　野生動物保護管理事務所 ○
山田　若奈 北海道大学大学院水産科学院 Pa-80 ○
山中　聡 北海道大学農学院 Pb-43 ○
山本　詩織 麻布大学 Pa-29
山本　達哉 宮崎大学農学部 ○
山本　浩之 和歌山県農林水産総合技術センター果樹試験場 Pa-50 ○
山本　麻希 長岡技術科学大学 Pa-6 ○
八代田　千鶴 森林総合研究所九州支所 B2-7, F-5 ○
横畑　泰志 国立大学法人富山大学 F-10, F-14 ○
横山　典子 (株)野生動物保護管理事務所 Pa-21 ○
吉澤　遼 東京農工大学大学院 ○
吉住　健吾 山口大学
吉田　真也 東京農業大学野生動物学研究室 F-3 ○
吉田　剛司 酪農学園大学 ○
吉田　奈緒 京都大学大学院情報学研究科社会情報学専攻生物圏情報学講座 Pb-74 ○
吉田　洋 山梨県環境科学研究所 C2-2
義久　侑平 酪農学園大学大学院
吉松　大基 帯広畜産大学 Pb-35 ○
吉行　瑞子 元東京農業大学 ○
米崎　史郎 （独）水産総合研究センター　遠洋水産研究所 F-4
米田　政明 自然環境研究センター F-8
Richard Yanagihara University of Hawaii at Manoa Pb-5
Laura Wilson 京都大学総合博物館 D3-3 ○
和田　昭彦 道総研稚内水産試験場 Pa-71
和田　直己 山口大学 Pa-78, S2 ○
渡邊　邦夫 京都大学霊長類研究所 C2-7
渡部　大介 宮崎市フェニックス自然動物園 Pb-29 ○
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御協賛一覧

大会開催にあたり、以下の企業様からご支援をいただきました。 
実行委員一同、厚く御礼申し上げます。 

 

京屋酒造有限会社 

霧島酒造株式会社 

宝来メデック株式会社 

神楽酒造株式会社 

株式会社 GISupply 

室町機械株式会社 

有限会社 麻里府商事 

有限会社 アウトバック 

株式会社 ハムセンター札幌 

株式会社 キュービック・アイ 

株式会社 黒木本店 

株式会社 ティンバーテック 

LOTEK WIRELESS Inc. 

アボック株式会社 

イワキ株式会社 

フジプラニング株式会社 

南日本酪農協同株式会社 
（敬称略：ご協賛お申し入れ順） 
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